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44イ
ギ
リ
ス

柔
軟
な
働
き
方
の
権
利
拡

大
、
派
遣
労
働
者
の
均
等
処

遇
を
明
示―

政
府
、
次
期
議

会
の
法
案
を
発
表

　

政
府
は
五
月
中
旬
に
、
一
一
月
か

ら
始
ま
る
次
期
議
会
に
提
出
す
る
法

案
の
概
要
を
発
表
し
た
。
教
育
、
雇

用
、
福
祉
、
移
民
問
題
な
ど
が
柱
で
、

雇
用
関
連
で
は
、
こ
こ
数
年
、
促
進

し
て
き
た
「
柔
軟
な
働
き
方
」
を
選

択
す
る
労
働
者
の
申
請
権
の
拡
大
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
子
供
を
持
つ
親

の
労
働
時
間
短
縮
や
働
く
時
間
帯
の

変
更
を
申
請
す
る
権
利
に
つ
い
て
、

子
供
の
年
齢
を
現
行
の「
六
歳
未
満
」

か
ら
「
一
六
歳
以
下
」
に
引
き
上
げ

る
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
の
均
等
処

遇
の
権
利
が
付
与
さ
れ
る
時
期
を
就

労
一
二
週
間
後
と
す
る
予
定
。
六
週

間
後
と
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
案
と
の
整
合

性
の
問
題
も
絡
み
、
各
方
面
で
議
論

を
呼
び
そ
う
だ
。

柔
軟
な
働
き
方
の
申
請
権
、
一
六

歳
ま
で
の
子
供
を
持
つ
親
に

　

公
表
さ
れ
た
法
案
の
中
で
は
、
雇

用
関
連
の
制
度
改
正
が
、
と
く
に
国

民
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
一

つ
は
、
こ
こ
数
年
で
整
備
が
進
ん
で

き
た
「
柔
軟
な
働
き
方
」（fl exible 

w
orking

）
に
関
す
る
権
利
の
さ
ら

な
る
適
用
範
囲
の
拡
大
だ
。
子
供
を

持
つ
親
や
、
介
護
が
必
要
な
家
族
を

持
つ
労
働
者
に
、
労
働
時
間
の
短
縮

や
時
間
帯
の
変
更
を
雇
用
主
に
申
請

す
る
権
利
を
認
め
る
も
の
で
、
現
行

制
度
で
は
、
子
供
の
年
齢
は
六
歳
未

満
（
子
供
が
障
害
者
の
場
合
は
一
八

歳
未
満
）
と
し
て
い
る
が
、
政
府
は

昨
年
、
こ
の
年
齢
を
引
き
上
げ
る
意

向
を
示
し
、
外
部
専
門
家
に
検
討
を

依
頼
し
て
い
た
。
五
月
に
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
報
告
は
、
政
府
の
当
初
案

で
あ
る
「
一
八
歳
未
満
」
を
下
回
る

「
一
六
歳
以
下
」
を
提
案
し
、
政
府

は
こ
れ
を
受
け

入
れ
た
。
こ
の

制
度
改
正
で
新

た
に
権
利
を
得

る
労
働
者
は
四

五
〇
万
人
に
の

ぼ
る
と
み
ら
れ
、

現
在
既
に
権
利

の
あ
る
約
六
〇

〇
万
人
（
う
ち

三
六
〇
万
人
が

子
供
を
持
つ
親
）
と
あ
わ
せ
る
と
、

国
内
の
雇
用
者
の
お
よ
そ
三
人
に
一

人
が
柔
軟
な
働
き
方
を
申
請
す
る
権

利
を
与
え
ら
れ
る
計
算
と
な
る
。

　

政
府
は
、
早
け
れ
ば
来
年
四
月
か

ら
の
施
行
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
経

営
側
か
ら
は
、
従
業
員
の
申
請
に
対

応
す
る
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
申
請

者
以
外
の
従
業
員
の
負
担
も
増
加
す

る
可
能
性
が
高
い
な
ど
と
し
て
、
反

発
が
起
き
て
い
る
。
経
営
側
の
こ
う

い
っ
た
懸
念
に
対
し
て
、
報
告
を
ま

と
め
た
専
門
家
は
、
現
在
す
で
に
多

く
の
企
業
が
法
律
に
規
定
さ
れ
る
よ

り
広
い
層
の
従
業
員
に
申
請
の
権
利

を
与
え
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
権
利

は
あ
く
ま
で
申
請
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
経
営
上
問
題
が
あ
れ
ば
申

請
を
却
下
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

大
き
な
悪
影
響
は
生
じ
な
い
と
説
明

し
て
い
る
。

派
遣
労
働
者
の
均
等
処
遇
制
度
化

で
労
使
合
意

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
派
遣
労
働
者
の

均
等
処
遇
に
関
す
る
法
制
化
だ
。
こ

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ

ル
で
指
令
作
成
の
議
論
が
続
け
ら
れ

て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
反
対

で
成
立
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
長
年
棚

上
げ
に
な
っ
て
い
た
。

　

議
会
で
の
首
相
演
説
は
、
Ｅ
Ｕ
に

お
け
る
交
渉
を
通
じ
て
制
度
化
に
努

め
る
、
と
の
内
容
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

そ
の
数
日
後
に
は
、
政
府
と
英
国
労

働
組
合
会
議
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）、
英
国
産

業
連
盟
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
の
間
で
大
枠
合

意
し
た
内
容
が
公
表
さ
れ
た
。
合
意

成
立
に
は
、
政
府
の
強
い
働
き
か
け

が
あ
っ
た
。

　

法
制
化
の
最
大
の
論
点
は
派
遣
労

働
者
の
均
等
処
遇
を
義
務
化
す
る
時

期
で
、
経
営
側
及
び
政
府
は
、
こ
れ

ま
で
国
内
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
で
の
協
議
で

就
業
六
カ
月
後
を
主
張
し
て
お
り
、

就
業
初
日
か
ら
の
権
利
付
与
を
主
張

す
る
組
合
側
や
、
六
週
間
後
と
す
る

Ｅ
Ｕ
指
令
案
と
の
間
で
大
き
な
開
き

が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
合
意
内
容
は
、

こ
れ
を
一
二
週
間
後
と
す
る
も
の
。

今
年
後
半
に
、
派
遣
指
令
の
成
立
に

強
い
意
欲
を
示
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

が
議
長
国
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
こ
れ
に
妥
協
す
る
こ

と
で
、
併
せ
て
議
題
に
の
ぼ
っ
て
い

る
労
働
時
間
指
令
に
関
す
る
オ
プ
ト

ア
ウ
ト
（
使
用
者
と
従
業
員
の
間
の

合
意
に
よ
り
、
指
令
の
定
め
る
上
限

で
あ
る
週
四
八
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
、

現
在
イ
ギ
リ
ス
な
ど
一
部
加
盟
国
の

み
が
適
用
を
受
け
て
い
る
）
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
合
意
を
行
っ
た
Ｃ
Ｂ
Ｉ
は
、

よ
り
厳
し
い
内
容
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
指
令

案
が
イ
ギ
リ
ス
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

へ
の
危
惧
な
ど
か
ら
も
、
政
府
提
案

の
受
け
入
れ
は
「
最
悪
な
中
で
は
も

っ
と
も
ま
し
な
」
選
択
と
判
断
し
た

と
い
う
。
Ｃ
Ｂ
Ｉ
は
、
今
回
の
合
意

が
法
制
化
さ
れ
た
場
合
に
権
利
を
付

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
派
遣
労
働
者

は
全
体
の
約
半
数
に
と
ど
ま
る
こ
と

や
、
傷
病
手
当
や
企
業
年
金
等
は
均

等
処
遇
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、
合
意
に
よ
っ
て
生

じ
る
損
失
は
決
し
て
大
き
く
な
い
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
し
か
し
他
の

経
営
者
団
体
は
、「
労
使
の
結
託
に
よ

る
裏
切
り
」（
小
売
業
協
会
）、「
派
遣

労
働
者
の
柔
軟
性
に
頼
っ
て
い
る
小

規
模
企
業
に
は
大
き
な
損
害
を
も
た

ら
す
」（
小
規
模
企
業
連
盟
）
な
ど
の

強
い
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
さ

ら
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
協
議
の
場

で
、
権
利
付
与
時
期
の
短
縮
を
含
め

て
一
層
の
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
（
機
械
産
業
使
用
者
連

盟
）、
と
い
っ
た
懸
念
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
欧
州
委
員
会
は
「
イ
ギ
リ

ス
と
欧
州
に
お
け
る
派
遣
労
働
者
の

公
正
な
処
遇
の
実
現
に
向
け
た
一

歩
」
と
し
て
こ
の
合
意
を
歓
迎
、
こ

れ
を
足
掛
か
り
に
、
六
月
の
雇
用
・

社
会
政
策
理
事
会
で
、
派
遣
指
令
案

に
対
す
る
加
盟
各
国
の
合
意
を
取
り

付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
権
利
付

与
時
期
に
つ
い
て
明
確
な
期
限
を
設

け
る
こ
と
を
避
け
、
労
使
協
定
等
で

の
設
定
を
可
能
と
す
る
旨
の
修
正
を

加
え
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
に
譲
歩
し

た
内
容
と
な
っ
た
。
指
令
案
は
、
年

末
の
成
立
を
目
指
し
て
欧
州
議
会
で

議
論
さ
れ
る
（
ｐ
54
、
フ
ォ
ー
カ
ス

の
記
事
参
照
）。

　

な
お
今
回
の
合
意
に
伴
い
、
今
年

初
め
か
ら
議
会
で
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
た
派
遣
法
案
は
、
廃
案
と
な
っ

海
外
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た
。
労
使
合
意
の
内
容
よ
り
広
範
な

均
等
処
遇
を
求
め
て
い
た
た
め
だ
。

国
内
の
法
制
化
は
、
来
年
九
月
を
目

途
に
進
め
ら
れ
る
予
定
だ
が
、
こ
れ

に
は
Ｅ
Ｕ
指
令
案
を
め
ぐ
る
議
論
の

動
向
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な

る
。訓

練
休
暇
申
請
の
権
利
法
制
化

　

こ
の
ほ
か
、
福
祉
制
度
改
革
に
つ

い
て
は
、
失
業
者
に
対
す
る
技
能
評

価
お
よ
び
技
能
訓
練
の
義
務
化
や
、

就
労
不
能
給
付
の
一
環
と
し
て
就
労

能
力
の
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、

す
で
に
昨
年
か
ら
大
枠
の
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
る
内
容
だ
（
本
誌
四
月

号
の
記
事
参
照
）。
一
方
、
教
育
・

技
能
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
昨

年
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
徒
弟

制
度
の
拡
充
（
毎
年
の
新
規
参
加
者

を
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
二
一
万
人

に
拡
大
）
な
ど
に
加
え
て
、
技
能
訓

練
の
た
め
の
休
暇
を
申
請
す
る
権
利

を
法
制
化
す
る
。
政
府
は
、
企
業
に

対
し
て
従
業
員
の
技
能
水
準
の
引
き

上
げ
を
義
務
化
す
る
可
能
性
を
昨
年

か
ら
検
討
し
て
い
た
が
、
経
営
側
の

強
い
反
発
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
決
め
て

お
り
、
今
回
の
政
府
案
は
、
こ
れ
に

代
わ
る
在
職
者
の
技
能
訓
練
の
促
進

策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
と
の
見
方

が
強
い
。
加
え
て
、
昨
年
パ
イ
ロ
ッ

ト
実
施
が
発
表
さ
れ
た
ま
ま
、
未
だ

開
始
に
至
っ
て
い
な
い「
ス
キ
ル
ズ
・

ア
カ
ウ
ン
ト
」（
個
々
人
の
技
能
ニ
ー

ズ
を
勘
案
し
た
訓
練
支
援
制
度
）
に

つ
い
て
も
、
着
手
に
意
欲
を
見
せ
て

い
る
。

　

ま
た
、
移
民
制
度
に
関
し
て
は
、

市
民
権
や
定
住
権
の
取
得
に
係
る
審

査
基
準
を
厳
格
化
し
、
在
留
資
格
の

別
に
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
利
用
範

囲
を
規
定
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
低
所
得
者
向
け
の
施

策
と
し
て
、
社
会
的
住
宅
の
提
供
や

住
宅
取
得
の
支
援
に
三
〇
億
ポ
ン
ド

を
充
て
る
こ
と
や
、
治
安
体
制
や
自

治
体
の
活
動
に
関
し
て
地
域
住
民
の

意
見
聴
取
の
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
こ

と
な
ど
を
法
案
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

前
後
し
て
公
表
さ
れ
た
二
七
億
ポ
ン

ド
の
大
型
減
税
策
と
併
せ
て
、
こ
の

と
こ
ろ
の
急
速
な
支
持
率
低
下
に
歯

止
め
を
か
け
、
国
民
の
信
頼
回
復
を

ね
ら
う
内
容
と
い
え
る
。

〔
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（
国
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樋
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英
夫
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ア
メ
リ
カ

州
別
最
賃
、
引
き
上
げ
の
動
き

―

連
邦
最
賃
引
き
上
げ
の
影
響
か―

米
国
で
は
二
つ
以
上
の
州
に
ま
た

が
っ
て
事
業
を
展
開
し
、
年
商
五
〇

万
ド
ル
以
上
の
事
業
主
を
対
象
と
す

る
連
邦
最
低
賃
金
と
と
も
に
、
各
州

で
規
定
す
る
州
別
最
低
賃
金
制
度
が

あ
る
。
連
邦
最
賃
が
昨
年
七
月
、
一

〇
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
（
本
誌

二
〇
〇
七
年
八
月
号
参
照
）、
州
別

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
動
き
や
市

や
郡
で
定
め
る
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ

（
生
活
賃
金
）
条
例
の
見
直
し
の
動

き
が
出
て
い
る
。

州
別
最
賃
、
三
三
州
で
連
邦
最
賃

よ
り
も
高
水
準

州
別
最
賃
が
連
邦
最
賃
の
現
行
水

準
（
時
給
五
・
八
五
ド
ル
）
よ
り
も

高
水
準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
現

在
三
三
州
で
、
そ
の
う
ち
の
八
州
は
、

段
階
的
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
連

邦
最
賃
の
最
終
到
達
額
で
あ
る
七
・

二
五
ド
ル
（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
を

す
で
に
抜
い
て
い
る
。
今
後
の
引
き

上
げ
予
定
と
し
て
は
、
▽
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ:　

七
・
〇
〇
ド
ル
か
ら
七
・

五
五
ド
ル
へ
（
今
年
七
月
二
四
日
）、

▽
イ
リ
ノ
イ
州
：
七
・
七
五
ド
ル
へ

（
今
年
七
月
一
日
）、
八
・
〇
〇
ド

ル
へ
（
二
〇
〇
九
年
七
月
）、
八
・

二
五
ド
ル
へ
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）

（
た
だ
し
、
家
族
労
働
者
除
く
従
業

員
四
人
以
上
が
対
象
）、
▽
ミ
シ
ガ

ン
州:　

七
・
四
〇
ド
ル
へ
（
今
年

七
月
）（
た
だ
し
従
業
員
二
人
以
上
が

対
象
）。
州
別
最
賃
の
連
邦
最
賃
と

の
水
準
の
比
較
に
つ
い
て
は
次
頁
図

を
参
照
。

州
別
最
賃
の
改
正
を
め
ぐ
っ
て
い

く
つ
か
の
州
で
波
乱
が
見
ら
れ
た
。

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は
、
州
議
会
で

最
賃
引
き
上
げ
法
案
が
可
決
し
、
州

知
事
に
よ
っ
て
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
、

そ
の
後
、
議
会
が
知
事
の
決
定
を
覆

す
判
断
を
下
し
た
。
同
州
議
会
で
可

決
さ
れ
た
法
案
で
は
、
二
〇
〇
九
年

一
月
に
現
行
の
一
時
間
当
た
り
七
・

六
五
ド
ル
を
八
ド
ル
へ
、
二
〇
一
〇

年
一
月
に
は
さ
ら
に
八
・
二
五
ド
ル

に
引
き
上
げ
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

ジ
ョ
デ
ィ
・
レ
ル
州
知
事（
共
和
党
）

は
、
経
済
が
全
国
的
に
低
迷
し
て
い

る
な
か
、
企
業
経
営
や
労
働
市
場
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

避
け
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
五
月

二
七
日
、
州
最
賃
を
引
き
上
げ
る
法

案
に
拒
否
権
を
行
使
し
た
。

こ
れ
に
対
し
州
議
会
は
、
六
月
二

三
日
、
知
事
の
拒
否
権
を
覆
す
決
定

を
し
た
。
知
事
は
、「
あ
ま
り
に
近
視

眼
的
な
決
定
だ
」
と
不
満
を
あ
ら
わ

に
し
た
。
さ
ら
に
「
私
は
過
去
、
最

賃
引
き
上
げ
を
推
進
し
て
き
た
。
経

済
状
態
が
好
転
し
た
と
き
に
は
実
際

に
引
き
上
げ
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
の
だ
が
」
と
つ
け
加
え
た
。

ミ
ネ
ソ
タ
州
で
は
、
企
業
規
模
別

に
二
種
類
の
最
低
賃
金
を
設
定
し
て

い
る
。
年
商
六
二
万
五
千
ド
ル
を
基

準
と
し
、
こ
の
額
以
上
の
大
企
業
と

未
満
の
中
小
企
業
と
に
分
け
、
州
議

会
は
五
月
九
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
賃

額
を
一
四
カ
月
の
間
に
一
・
六
ド
ル

引
き
上
げ
る
法
案
を
可
決
し
た
。
七

月
二
四
日
に
、
大
企
業
に
つ
い
て
は

一
時
間
当
た
り
六
・
一
五
ド
ル
か
ら

六
・
七
五
ド
ル
に
、
中
小
企
業
は
五
・

二
五
ド
ル
か
ら
五
・
七
五
ド
ル
に
引

き
上
げ
、
続
い
て
来
年
同
日
に
そ
れ

ぞ
れ
一
ド
ル
ず
つ
引
き
上
げ
る
と
い

う
二
段
階
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
上
院
で
は
賛
成
四
〇
票
対

反
対
一
八
票
、
下
院
で
は
賛
成
八
九

票
対
反
対
四
五
票
と
い
う
大
差
が
つ

い
た
票
決
だ
っ
た
。

し
か
し
、
テ
ィ
ム
・
パ
ウ
レ
ン
テ

ィ
州
知
事
は
、
五
月
一
五
日
、
こ
の

法
案
に
拒
否
権
を
行
使
し
た
。
知
事

は
過
去
、
最
賃
引
き
上
げ
の
推
進
者

だ
っ
た
が
、
今
回
の
法
案
に
対
し
て

は
時
期
的
尚
早
と
し
、
引
き
上
げ
幅

も
高
す
ぎ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

拒
否
権
を
行
使
さ
れ
た
後
の
州
議
会

の
対
応
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
二
〇
〇
八
年
一

月
に
七
・
八
ド
ル
か
ら
七
・
九
五
ド

ル
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
同
州
や
ワ

シ
ン
ト
ン
州
な
ど
で
は
、
消
費
者
物

価
指
数
の
変
動
を
基
準
と
し
て
毎
年
、

最
低
賃
金
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
昨
年
の
物
価
上
昇

が
一
・
九
七
％
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
た

め
、
〇
・
一
五
ド
ル
の
引
き
上
げ
を

決
定
し
た
。
二
〇
〇
二
年
一
一
月
に

こ
の
制
度
を
開
始
し
、
二
〇
〇
三
年

以
降
、
毎
年
、
〇
・
一
五
ド
ル
か
ら

〇
・
四
ド
ル
の
引
き
上
げ
を
行
い
、

二
〇
〇
二
年
の
六
・
五
ド
ル
の
水
準

か
ら
二
〇
〇
八
年
の
七
・
九
五
ド
ル

の
水
準
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
を
め
ぐ
り
裁

判
もア

メ
リ
カ
で
は
連
邦
及
び
州
別
最

低
賃
金
の
ほ
か
に
市
や
郡
で
定
め
る

リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条
例
が
あ
る
。

法
定
最
低
賃
金
よ
り
も
高
い
水
準
を

生
活
賃
金
の
水
準
と
し
て
定
め
、
主

に
公
的
機
関
が
契
約
す
る
案
件
の
事

業
主
に
対
し
て
、
高
い
水
準
の
賃
金

を
支
払
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、

六
月
一
一
日
、
シ
ン
タ
ス
社
が
ヘ
イ
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ワ
ー
ド
市
の
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条

例
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
従
業

員
二
一
九
人
分
、
約
一
四
四
万
ド
ル

を
支
払
う
よ
う
に
命
じ
た
。
同
社
は

ヘ
イ
ワ
ー
ド
市
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

納
品
す
る
提
供
す
る
契
約
を
締
結
し

て
い
た
。
事
業
所
は
市
境
の
外
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
同
社
は
リ
ビ
ン

グ
ウ
ェ
ィ
ジ
額
を
支
払
う
必
要
は
な

い
と
判
断
し
て
い
た
。
市
の
条
例
の

適
用
範
囲
は
か
ね
て
よ
り
論
議
の
的

と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
一
つ
の
司

法
的
な
判
断
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。（
注
１
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
で
も
市
内
特
定

地
域
の
ホ
テ
ル
を
対
象
と
し
た
リ
ビ

ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条
例
に
関
し
て
適
用

範
囲
の
解
釈
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
起
き

て
い
る
。
同
市
で
は
市
議
会
が
二
〇

〇
六
年
一
一
月
「
ホ
テ
ル
・
ワ
ー
カ

ー
・
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条
例
」
を

可
決
。
本
来
は
公
的
機
関
と
の
契
約

案
件
を
対
象
と
し
て
適
用
さ
れ
る
リ

ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条
例
だ
が
、
地
域

開
発
に
市
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
て
お

り
公
共
性
が
高
い
と
の
判
断
か
ら
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
（
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
国
際
空
港
へ
の
幹
線
路
）

地
区
の
一
三
の
ホ
テ
ル
に
対
し
て
同

市
が
定
め
る
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
水

準
を
支
払
う
条
例
を
可
決
し
た
。
健

康
保
険
制
度
の
あ
る
企
業
で
は
時
給

九
・
三
九
ド
ル
、
制
度
の
な
い
企
業

で
は
一
〇
・
六
四
ド
ル
と
定
め
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ホ
テ
ル
及
び
そ

の
支
援
者
は
、
本
来
の
リ
ビ
ン
グ
ウ

ェ
ィ
ジ
条
例
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い

る
と
し
て
署
名
を
集
め
、
条
例
を
無

効
と
す
る
か
、
住
民
投
票
に
か
け
る

こ
と
を
求
め
る
請
願
を
し
た
。
両
者

の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
一
月
三
一

日
に
条
例
を
見
直
す
こ
と
で
合
意
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七
年
二

月
二
一
日
、市
議
会
が
改
正
し
た「
区

域
条
例
」
を
可
決
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

国
際
空
港
近
辺
に
限
定
し
段
階
的
に

リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
を
適
用
す
る
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
国
際
空
港
は
市
が
所
有
す
る
も
の

で
あ
り
、
空
港
関
連
か
ら
の
収
益
が

数
千
万
ド
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
公
共
性

が
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
二
月
二
八
日
ホ

テ
ル
側
は
再
び
反
発
。
内
容
的
に
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
条
例
を
可
決
こ
と
は
、

一
九
一
一
年
州
憲
法
に
違
反
す
る
と

訴
え
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
地
方

裁
判
所
は
五
月
二
日
、
実
質
的
に
二

つ
の
条
例
に
違
い
は
な
い
こ
と
を
認

め
、
ホ
テ
ル
側
の
訴
え
を
支
持
す
る

判
決
を
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

訴
え
に
対
し
て
控
訴
審
で
は
、
二
〇

〇
七
年
一
二
月
二
七
日
、
二
つ
の
条

例
は
十
分
に
異
な
る
内
容
に
な
っ
て

お
り
違
憲
性
は
な
い
と
の
判
断
の
も

と
同
条
例
は
有
効
と
の
判
決
を
下
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
四
月
九
日
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
の
判
決
が

あ
り
、
ホ
テ
ル
側
の
上
告
を
棄
却
し
、

条
例
は
有
効
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。

連
邦
最
賃
の
引
き
上
げ
の
影
響
も

あ
り
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
条
例
を

改
正
す
る
動
き
も
あ
る
。
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
フ
ェ
市
で
は
、
市

と
の
契
約
案
件
以
外
に
も
、
市
に
事

業
登
録
が
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に

関
し
て
従
業
員
二
五
人
以
上
の
企
業

を
対
象
と
し
、
時
給
九
・
五
ド
ル
の

水
準
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
る
リ
ビ

ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
条
例
が
あ
る
（
二
〇

〇
三
年
制
定
、
二
〇
〇
五
年
改
正
）。

連
邦
最
賃
引
き
上
げ
間
も
な
い
二

〇
〇
七
年
九
月
四
日
、
こ
の
条
例
の

対
象
範
囲
を
す
べ
て
の
労
働
者
に
拡

充
す
る
と
い
う
内
容
の
発
表
を
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
コ
ス
市
長
が
行
っ
た
。
こ

れ
は
市
の
企
業
団
体
と
リ
ビ
ン
グ
ウ

ェ
ィ
ジ
引
き
上
げ
を
支
援
す
る
団
体

に
よ
る
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
タ
フ
ェ
商
工
会
議
所
の
サ
イ

モ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
会
頭
は
、
サ

ン
タ
フ
ェ
市
の
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、

従
業
員
二
五
人
以
下
で
あ
っ
て
も
現

行
の
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
額
を
支
払

っ
て
い
る
の
で
大
き
な
問
題
は
な
い

と
し
な
が
ら
も
、
連
邦
最
賃
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
引
き
ず
ら
れ
る

よ
う
に
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
額
が
上

が
る
こ
と
に
対
し
て
は
非
難
の
コ
メ

ン
ト
を
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

コ
州
で
は
、
連
邦
最
賃
引
き
上
げ
に

先
立
つ
二
〇
〇
七
年
三
月
州
別
最
賃

引
き
上
げ
を
発
表
し
、
二
〇
〇
八
年

一
月
、
六
・
五
ド
ル
に
引
き
上
げ
、

二
〇
〇
九
年
一
月
に
七
・
五
ド
ル
に

引
き
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

図　州別最賃の水準（連邦最賃との比較）

資料出所：連邦労働省ホームページより（2008 年 6月 26日現在）
（http://www.dol.gov/esa/minwage/america.htm）

雇用労働
者数

（千人）

時間給労
働者数
（千人）

最賃未満
（千人）

最賃と同
水準

（千人）

最賃以下
（合計）
（千人）

最賃以下
の割合
（％）

1979 87,529 51,721 2,916 3,997 6,912 13.4
1980 87,644 51,335 3,087 4,686 7,773 15.1
1981 88,516 51,869 3,513 4,311 7,824 15.1
1982 87,368 50,846 2,348 4,148 6,496 12.8
1983 88,290 51,820 2,077 4,261 6,338 12.2
1984 92,194 54,143 1,838 4,125 5,963 11.0 
1985 94,521 55,762 1,639 3,899 5,538 9.9
1986 96,903 57,529 1,599 3,461 5,060 8.8
1987 99,303 59,552 1,468 3,229 4,698 7.9
1988 101,407 60,878 1,319 2,608 3,927 6.5
1989 103,480 62,389 1,372 1,790 3,162 5.1
1990 104,876 63,172 2,132 1,096 3,228 5.1
1991 103,723 62,627 2,377 2,906 5,283 8.4
1992 104,668 63,610 1,939 2,982 4,921 7.7
1993 106,101 64,274 1,707 2,625 4,332 6.7
1994 107,989 66,549 1,995 2,132 4,128 6.2
1995 110,038 68,354 1,699 1,956 3,656 5.3
1996 111,960 69,255 1,863 1,861 3,724 5.4
1997 114,533 70,735 2,990 1,764 4,754 6.7
1998 116,730 71,440 2,834 1,593 4,427 6.2
1999 118,963 72,306 2,194 1,146 3,340 4.6
2000 122,089 73,496 1,752 898 2,650 3.6
2001 122,229 73,392 1,518 656 2,174 3.0 
2002 121,826 72,508 1,579 567 2,146 3.0 
2003 122,358 72,946 1,555 545 2,100 2.9
2004 123,554 73,939 1,483 520 2,003 2.7
2005 125,889 75,609 1,403 479 1,882 2.5
2006 128,237 76,514 1,283 409 1,692 2.2
2007 129,767 75,873 1,462 267 1,729 2.3

表　最賃以下の労働者の推移

資料出所：連邦労働省ホームページ「最賃労働者の特徴」表10より筆者が作成
http://stats.bls.gov/cps/minwage2007tbls.htm
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時
間
給
労
働
者
の
二
・
三
％
が
最

賃
以
下
で
就
労

労
働
統
計
局
が
二
〇
〇
八
年
三
月

二
五
日
に
発
表
し
た
人
口
動
態
調
査

（C
urrent P

opulation S
urvey

）

の
推
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
、

最
賃
以
下
で
就
労
す
る
労
働
者
数
は

一
七
二
万
九
〇
〇
〇
人
で
、
七
五
八

三
万
人
の
時
間
給
労
働
者
の
二
・
三

％
に
当
た
る
。
ち
な
み
に
、
時
間
給

労
働
者
は
雇
用
労
働
者
の
五
八
・
五

％
に
相
当
す
る
。

二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七
年
の
デ

ー
タ
を
比
較
す
る
と
、
最
賃
未
満
で

就
労
す
る
労
働
者
数
は
一
二
八
万
三

〇
〇
〇
人
か
ら
一
四
六
万
二
〇
〇
〇

人
に
増
加
、
最
賃
同
額
で
就
労
す
る

労
働
者
は
四
〇
万
九
〇
〇
〇
人
か
ら

二
六
万
七
〇
〇
〇
人
に
減
少
、
以
上

の
二
つ
を
合
計
し
た
最
賃
以
下
で
就

労
す
る
労
働
者
数
は
一
六
九
万
二
〇

〇
〇
人
か
ら
一
七
二
万
九
〇
〇
〇
人

に
増
加
す
る
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

過
去
の
最
賃
以
下
で
就
労
す
る
労
働

者
の
動
向
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
。

〔
注
１
〕

同
市
の
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ィ
ジ
は
、
健
康
保

険
制
度
の
あ
る
企
業
で
は
時
給
八
ド
ル
、

制
度
の
な
い
企
業
で
は
九
・
二
五
ド
ル
の

支
払
い
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
①

労
働
者
の
監
視
を
め
ぐ
る
企

業
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
相
次
ぐ

世
界
的
に
み
て
も
厳
格
な
レ
ベ
ル

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
を
築
い

て
き
た
ド
イ
ツ
で
、
従
業
員
や
役
員

の
監
視
に
関
す
る
企
業
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
が
相
次
い
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

大
手
週
刊
誌
「
シ
ュ
テ
ル
ン
」
は
三

月
末
、
大
手
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー

パ
ー
・
リ
ー
ド
ル
が
万
引
き
・
窃
盗

防
止
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
監
視

カ
メ
ラ
を
従
業
員
の
勤
務
態
度
の
監

視
目
的
に
も
利
用
し
て
い
た
こ
と
を

ス
ク
ー
プ
。
こ
れ
を
発
端
に
、
従
業

員
や
役
員
の
監
視
に
関
す
る
企
業
の

違
反
が
続
々
と
明
る
み
に
な
っ
て
い

る
。監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
通
話
履
歴

の
チ
ェ
ッ
ク

「
シ
ュ
テ
ル
ン
」
に
よ
れ
ば
、
リ

ー
ド
ル
は
二
〇
〇
六
年
に
一
五
〇
店

舗
、
〇
七
年
に
二
一
〇
店
舗
で
販
売

フ
ロ
ア
だ
け
で
な
く
休
憩
室
等
に
ま

で
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
従
業
員

の
勤
務
態
度
を
収
録
し
た
う
え
で
、

私
立
探
偵
に
分
析
・
報
告
さ
せ
て
い

た
。
報
告
書
の
内
容
は
、
従
業
員
の

仕
事
ぶ
り
に
限
ら
ず
、
ト
イ
レ
に
行

く
頻
度
、
刺
青
の
有
無
、
恋
愛
関
係

を
含
む
私
生
活
情
報
に
ま
で
及
ん
で

い
た
。
本
件
は
各
新
聞
で
も
大
き
く

報
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
連
邦
デ
ー
タ

保
護
監
督
官
は
同
法
違
反
の
調
査
に

乗
り
出
し
た
。
経
営
側
は
、「
棚
卸
で

在
庫
数
と
販
売
数
に
大
き
な
差
異
が

生
じ
た
店
舗
に
つ
い
て
、
客
の
万
引

き
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
に
よ
る
商

品
の
窃
盗
も
監
視
す
る
目
的
で
設
置

し
た
」
と
容
認
し
た
う
え
で
、
従
業

員
に
謝
罪
。
だ
が
、
私
立
探
偵
の
細

部
に
及
ぶ
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、

同
社
の
依
頼
を
超
え
て
、
探
偵
が
独

断
で
行
っ
た
も
の
と
弁
明
し
て
い
る
。

そ
の
後
四
月
上
旬
に
は
エ
デ
カ
、

プ
ル
ス
と
い
っ
た
他
の
ス
ー
パ
ー
が
、

ま
た
同
月
下
旬
に
は
大
手
家
具
メ
ー

カ
ー
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
業
界
の
バ
ー
ガ
ー
・
キ
ン
グ
も
類

似
の
監
視
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
相

次
い
で
発
覚
。
リ
ー
ド
ル
の
ケ
ー
ス

と
同
様
、
経
営
側
は
、
カ
メ
ラ
の
設

置
は
従
業
員
に
周
知
さ
れ
て
お
り
、

個
人
生
活
の
細
部
に
わ
た
る
報
告
は

依
頼
の
範
囲
を
超
え
て
私
立
探
偵
が

独
断
で
行
っ
た
も
の
と
主
張
し
て
い

る
。
だ
が
、
バ
ー
ガ
ー
・
キ
ン
グ
で

は
、
従
業
員
代
表
委
員
会
の
設
立
に

関
す
る
従
業
員
投
票
ま
で
も
が
監
視

ビ
デ
オ
に
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
。
食
品
・
嗜
好
品
・
飲
食
店
労

働
組
合
Ｎ
Ｇ
Ｇ
は
、
管
轄
官
庁
へ
の

告
発
の
手
続
き
に
踏
み
込
ん
だ
。

さ
ら
に
五
月
末
に
は
、
大
手
電
話

会
社
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
が
、
〇
五
年

〜
〇
六
年
に
か
け
て
社
内
の
電
話
接

続
記
録
を
利
用
し
、
役
員
及
び
管
理

職
の
電
話
通
信
を
監
視
し
て
い
た
こ

と
が
明
る
み
に
な
っ
た
。
監
視
内
容

は
、
会
話
自
体
の
盗
聴
で
は
な
く
、

通
話
履
歴
（
対
象
）
と
通
話
時
間
。

〇
五
年
に
同
社
で
は
、
社
内
情
報―

―

と
り
わ
け
社
内
勢
力
争
い
、
固
定

回
線
契
約
数
の
激
減―

―

の
メ
デ
ィ

ア
へ
の
漏
洩
が
相
次
ぎ
、
そ
の
出
所

を
確
か
め
る
の
が
当
初
の
目
的
だ
っ

た
と
い
う
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が

刑
事
犯
罪
と
し
て
成
立
す
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
同
社
オ
ー
バ
ー
マ

ン
社
長
は
、
自
己
告
発
に
よ
り
検
察

庁
の
捜
査
を
求
め
、
事
件
の
徹
底
的

解
明
に
努
め
る
と
約
束
。
も
っ
と
も
、

同
氏
は
〇
六
年
一
一
月
か
ら
同
社
の

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
経
営
幹
部
に
属
し
て

お
り
、
当
時
の
代
表
取
締
役
社
長
の

腹
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
件
の

真
相
に
よ
り
詳
し
い
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
惑
も
浮
上
し
て
い
る
。
ま
た
、

検
察
側
の
捜
査
の
過
程
で
、
当
時
の

代
表
取
締
役
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当

役
員
が
電
話
接
続
記
録
を
私
立
探
偵

社
に
提
供
し
、
監
査
役
員
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
監
視
を
依
頼
し
た
経
緯

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
制
約
の
境

界労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
代
表
的
な
ケ
ー
ス

と
し
て
は
、
①
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
（
健
康
情
報
、
家
族
情
報
等
）、

②
労
働
者
の
監
視
（
電
子
メ
ー
ル
・

電
話
の
監
視
、
勤
務
態
度
の
ビ
デ
オ

監
視
等
）―

―

が
あ
げ
ら
れ
る
。
市

民
が
一
般
に
有
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
と
異
な
り
、
使
用
者
の
正
当
な
権

限
に
よ
り
労
働
関
係
に
お
け
る
労
働

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
一
定
の
制

約
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約

条
件
や
判
断
の
基
準
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
、
知
見
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
今
回
の
一
連
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
で
問
題
と
な
っ
た
「
労
働

者
の
監
視
」
に
焦
点
を
絞
る
と
、
使

用
者
側
の
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
絡
む
監
視
が
正
当
化
さ
れ
得
る
の

は
、
禁
煙
場
所
で
の
喫
煙
、
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
私
用
・
濫
用
、

仮
病
に
よ
る
有
給
病
欠
と
い
っ
た
労

働
者
の
労
働
契
約
違
反
、
あ
る
い
は

窃
盗
、
横
領
や
背
任
、
企
業
秘
密
や

営
業
機
密
の
漏
洩
、
産
業
ス
パ
イ
行

為
な
ど
の
刑
法
上
の
犯
罪
な
ど
に
関

す
る
監
視
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
項

は
い
ず
れ
も
、
誠
実
義
務
違
反
あ
る

い
は
背
任
行
為
と
し
て
解
雇
の
正
当

理
由
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
う
し
た
労
働
者
側
の
明
白
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な
違
反
行
為
の
証
拠
収
集
を
目
的
と

す
る
具
体
的
な
措
置
と
し
て
、
使
用

者
側
が
監
視
ビ
デ
オ
の
設
置
、
電
話

履
歴
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
先
記

録
の
保
存
、
盗
聴
・
電
話
の
傍
受
、

お
と
り
調
査（
偽
客
を
送
り
込
む
等
）、

探
偵
に
よ
る
素
行
調
査
（
病
欠
者
の

素
行
を
調
査
）
な
ど
を
講
じ
る
場
合
、

労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
当
然

な
が
ら
制
約
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
、
必
要
な
限
度
に
お
い

て
使
用
者
の
監
視
権
限
に
服
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
正
当
な
理

由
な
く
使
用
者
側
が
過
剰
な
監
視
を

行
う
場
合
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
と
判
断
さ
れ
る
。

個
人
情
報
保
護
及
び
そ
の
労
働
関

係
へ
の
適
用
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
は
、

判
例
・
学
説
上
、
七
〇
年
代
か
ら
活

発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
保
護

規
制
の
整
備
を
重
ね
て
き
た
。
し
か

し
、
労
働
関
係
に
特
化
し
た
立
法
が

存
在
し
な
い
た
め
、
使
用
者
の
持
つ

強
い
権
力
性
か
ら
み
て
、
既
存
の
枠

組
み
で
は
保
護
が
不
十
分
で
あ
る
と

し
て
、
労
働
者
の
デ
ー
タ
保
護
法
の

制
定
の
必
要
性
を
主
張
す
る
声
も
あ

る
。
一
方
で
、
企
業
の
決
定
の
自
由

と
の
関
連
で
過
剰
規
制
を
懸
念
す
る

見
解
も
あ
り
、
依
然
と
し
て
法
令
の

現
代
化
に
向
け
た
議
論
が
継
続
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

ド
イ
ツ
の
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
枠
組
み

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
九
五
年

に
「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人

の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な

移
動
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
九
五
／
四

六
」
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
加
盟
各

国
は
同
指
令
に
沿
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
を
強
化
す
る
法
令
整
備
を
行

っ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
一
年
に
、
労

働
関
係
に
特
化
し
た
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の

取
り
組
み
に
関
す
る
議
論
も
行
わ
れ

た
が
、
労
使
を
軸
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
合
意
に
至

ら
ず
、
労
働
関
係
に
つ
い
て
は
、
加

盟
諸
国
の
多
様
性
・
柔
軟
性
を
容
認

す
る
格
好
と
な
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
法
的
枠
組
み
は
、

①
ド
イ
ツ
基
本
法
、
②
連
邦
デ
ー
タ

保
護
法
、
③
事
業
所
組
織
法―

―

に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
ド
イ

ツ
基
本
法
を
み
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
を
明
文
で
保
障
し
た
規
定
は
な

い
が
、
第
二
条
第
二
項
が
「
各
人
は
、

他
人
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
、
か
つ
憲

法
的
秩
序
ま
た
は
道
徳
律
に
違
反
し

な
い
限
り
に
お
い
て
、
自
己
の
人
格

を
自
由
に
発
展
さ
れ
る
権
利
を
有
す

る
」
と
定
め
て
お
り
、
一
般
的
行
為

自
由
と
一
般
的
人
格
権
を
保
障
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
は
、
後
者
の
一
般
的
人
格
権
の
領

域
に
属
す
る
も
の
。
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
一
九
八
四
年
の
国
勢
調
査
法
判

決
に
お
い
て
、
第
一
条
第
一
項
と
の

関
連
で
第
二
条
第
一
項
か
ら
導
か
れ

る
も
の
と
し
て
個
人
の
「
情
報
自
己

決
定
権
」
を
認
め
て
お
り
、
今
回
の

一
連
の
ケ
ー
ス
で
問
題
と
な
っ
た
自

己
の
肖
像
権
や
秘
密
盗
聴
・
録
音
か

ら
の
保
護
を
求
め
る
権
利
、
職
業
生

活
に
お
い
て
個
人
的
な
生
活
事
情
を

告
白
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
な
ど
は
こ

れ
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
情

報
自
己
決
定
権
も
無
制
限
で
は
な
く
、

他
者
の
権
利
、
憲
法
的
秩
序
、
公
序

良
俗
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
。
な
お
、

基
本
法
を
根
拠
と
す
る
情
報
自
己
決

定
権
は
、
第
一
義
的
に
は
市
民
と
国

家
と
の
関
係
を
規
定
す
る
が
、学
説
・

判
例
上
、
各
々
の
関
係
性
を
踏
ま
え
、

私
人
間
（
労
働
関
係
を
含
む
）
に
も

適
用
す
る
の
が
支
配
的
見
解
だ

（
１
）。

具
体
的
な
斟
酌
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
情
報
自
己
決
定
権
と
他
者
の
同

等
か
つ
保
護
に
値
す
る
利
益
と
の
衡

量
が
行
わ
れ
る
。
労
働
関
係
に
お
い

て
は
、
公
的
領
域
と
は
異
な
り
、
優

越
す
る
一
般
的
利
益
の
み
な
ら
ず
、

基
本
法
の
定
め
る
情
報
の
自
由
（
第

五
条
）、
契
約
の
自
由
・
企
業
活
動

の
自
由
（
第
二
条
第
一
項
、
第
一
二

条
第
一
項
、
第
一
四
条
）
な
ど
と
の

利
益
衡
量
に
服
す
る
。
ま
た
、
実
際

の
利
益
衡
量
に
は
相
対
性
原
則
が
適

用
さ
れ
、
当
該
手
段
・
規
制
が
、
①

目
的
達
成
の
た
め
に
相
当
で
あ
る
こ

と
、
②
侵
害
が
よ
り
少
な
い
同
様
の

効
果
を
有
す
る
他
の
手
段
が
な
い
こ

と
、
③
侵
害
の
度
合
い
が
適
度
で
あ

る
こ
と―

―

の
三
要
件
が
課
さ
れ
る

の
が
一
般
的
だ
。
今
回
問
題
と
な
っ

た
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
ビ
デ
オ
監
視

は
、
当
該
従
業
員
に
よ
る
重
犯
罪
等

の
虞
が
な
い
限
り
、
使
用
者
側
に
保

護
す
べ
き
利
益
は
な
く
、
明
ら
か
に

労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
該

当
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

次
に
、
個
別
法
と
し
て
は
一
九
七

七
年
に
「
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
」
が

制
定
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
、
二
〇
〇

一
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
六
年

に
改
正
さ
れ
て
い
る
（
〇
一
年
法
は
、

一
九
九
五
年
に
採
択
さ
れ
た
上
記
Ｅ

Ｕ
指
令
九
五
／
四
六
を
受
け
て
整
備

し
た
も
の
）。
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法

に
は
、
非
公
的
機
関
の
デ
ー
タ
処
理

に
つ
い
て
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
労
働
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
。

同
法
第
二
八
条
に
よ
れ
ば
、
私
人
と

し
て
の
使
用
者
の
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
・
集
積
・
変
更
・
引
渡
を
含
む
デ

ー
タ
処
理
と
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
、

当
該
（
労
働
）
契
約
関
係
の
目
的
に

役
立
ち
、
当
該
使
用
者
の
正
当
な
利

益
の
確
保
に
必
要
な
場
合
に
の
み
許

さ
れ
る
。
ま
た
、
公
共
の
場
に
お
け

る
工
学
・
電
子
装
置
に
よ
る
監
視
は
、

①
公
的
機
関
の
任
務
遂
行
、
②
家
屋

権
の
行
使
、
③
具
体
的
に
確
定
さ
れ

た
当
該
関
係
人
の
正
当
な
利
益
行
使

の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
当
該

関
係
人
の
保
護
に
値
す
る
利
益
を
優

越
さ
せ
る
根
拠
が
存
し
な
い
場
合
に

の
み
許
さ
れ
る―

と
し
て
い
る

（
第
六
条
）。
し
た
が
っ
て
、
今
回

問
題
と
な
っ
た
勤
務
態
度
の
監
視
が

正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
使
用
者

側
の
保
護
す
べ
き
利
益
が
優
越
す
る

根
拠
が
存
在
す
る
こ
と
、
労
働
者
に

対
し
監
視
の
事
実
が
通
知
さ
れ
て
い

る
こ
と―

―

等
が
判
断
材
料
と
な
る

が
、
明
ら
か
に
労
働
関
係
の
目
的
に

よ
り
正
当
な
利
益
の
範
囲
を
こ
え
て
、

労
働
者
の
私
的
領
域
に
介
入
し
て
い

る
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。

最
後
に
、
職
場
レ
ベ
ル
で
の
規
制

と
し
て
は
、
事
業
所
組
織
法
が
あ
る
。

同
法
で
は
、
従
業
員
の
行
動
や
業
績

を
監
視
す
る
目
的
で
技
術
的
装
置
を

設
置
・
使
用
す
る
場
合
、
従
業
員
代

表
委
員
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
お
り
、
技
術
的
装
置
に
よ

る
労
働
者
の
監
視
は
、
事
前
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共
同
決
定
事

項
と
な
っ
て
い
る
（
第
八
七
条
第
一

項（
６
））。
判
例
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

仮
に
従
業
員
の
同
意
を
得
て
い
る
場

合
で
も
、
企
業
の
利
益
や
監
視
の
目

的
に
鑑
み
て
必
要
最
低
限
度
を
越
え

る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い（
２
）。
逆

に
、
従
業
員
の
同
意
な
く
設
置
さ
れ

た
ビ
デ
オ
撮
影
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪

の
解
明
に
不
可
欠
で
あ
る
か
、
ま
た

は
当
該
ビ
デ
オ
撮
影
が
犯
罪
に
関
す

る
唯
一
の
証
拠
手
段
で
あ
る
場
合
に

は
、
使
用
が
認
め
ら
れ
る（
３
）。　

　

ま
た
、
社
内
探
偵
の
配
置
に
つ
い

て
も
、「
個
別
の
採
用
、
グ
ル
ー
プ
分

け
、
グ
ル
ー
プ
再
編
、
配
置
転
換
」

な
ど
人
事
に
関
わ
る
措
置
と
し
て
、

従
業
員
代
表
委
員
会
の
同
意
が
必
要
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と
さ
れ
て
い
る（
第
九
九
条
第
一
項
）。

た
だ
し
、
外
部
の
探
偵
を
偽
客
と
し

て
送
り
込
み
、
従
業
員
の
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
調
査
し
た
ケ
ー
ス
で
、

結
果
報
告
が
支
店
全
体
を
対
象
と
し
、

従
業
員
の
特
定
が
な
か
っ
た
こ
と
を

理
由
に
正
当
と
さ
れ
た
判
例
も
あ
る

（
４
）。

各
界
か
ら
様
々
な
反
応

こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
、

労
働
者
の
監
視
に
関
し
厳
し
い
制
約

が
課
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
技
術
的
装
置
の
設
置
や
私
立
探

偵
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
従
業
員
代

表
委
員
会
と
の
事
業
所
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
同

協
定
に
喫
煙
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル
に
関
す
る
使
用

規
則
や
禁
止
事
項
を
明
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
遵
守
状
況
に
関

す
る
使
用
者
の
監
督
が
正
当
化
さ
れ

る
の
が
通
例
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

き
た
。
従
業
員
の
同
意
な
い
監
視
は
、

具
体
的
な
違
反
の
証
拠
収
集
を
目
的

と
す
る
場
合
を
除
き
、
認
め
ら
れ
な

い
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
回
の
一
連
の
企
業
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
実
際
の
労
働
関
係

に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ

い
て
、
労
働
者
が
い
か
に
弱
い
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
か
を
露
呈
し
た
格

好
と
な
っ
た
。

テ
レ
コ
ム
以
降
も
、
国
鉄
、
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
、
官
営
宝
く
じ
な
ど
類
似

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
後
を
絶
た
ず
、

各
界
か
ら
様
々
な
反
応
が
出
て
い
る
。

与
党
内
で
は
、
党
派
に
関
係
な
く
厳

罰
化
を
含
む
法
制
の
強
化
を
求
め
る

動
き
が
あ
る
一
方
で
、
内
務
大
臣
を

中
心
と
し
て
、
企
業
側
の
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
指
導
強
化
に

注
力
し
、
法
制
度
に
つ
い
て
は
現
状

維
持
を
主
張
す
る
声
も
あ
る
。
他
方
、

緑
の
党
は
、
情
報
保
護
を
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
法
に
組
み
込
む
方

向
を
提
案
。
労
働
側
は
、
規
制
の
強

化
を
求
め
つ
つ
、
同
時
に
、
ド
イ
ツ

テ
レ
コ
ム
に
対
し
憲
法
違
反
の
提
訴

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

１ 

．
一
般
的
人
格
権
及
び
国
勢
調
査
判
決

に
つ
い
て
は
、
倉
田
（
二
〇
〇
五
）
を

参
照
し
た
。

２ 

．
連
邦
労
働
裁
判
所
（1A

B
R
21/03

）

３ 

．
連
邦
労
働
裁
判
所
（2A

Z
R
 51/02
）

４ 

．
連
邦
労
働
裁
判
所
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Z
R
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）

〔
参
考
資
料
〕

委
託
調
査
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レ
ポ
ー
ト

首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

k
antei.go.jp

/jp
/it/p

rivacy/

houseika/hourituan/

）

E
IR

O
n
lin

e
 

（
二
〇
〇
三
） 

〝N
e
w
 

T
echnology and R

espect for 

P
rivacy at the W

orkplace

〞.

倉
田
原
志
（
二
〇
〇
五
）「
ド
イ
ツ
に
お
け

る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
序
説―

情
報
自
己
決
定
権
を
中
心
に―

」
立
命

館
法
学
二
〇
〇
五
年
一
号
（
二
九
九
号
）

ド
イ
ツ
②

男
女
間
所
得
格
差
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
の
う
ち
最
高
水
準

　

Ｅ
Ｕ
統
計
局
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し

た
調
査
結
果
で
、
ド
イ
ツ
の
女
性
労

働
者
の
平
均
時
間
当
た
り
総
所
得

（
一
六
歳
〜
六
四
歳
層
、
週
当
た
り

労
働
時
間
一
五
時
間
以
上
を
対
象
）

が
男
性
よ
り
二
二
％
低
い
（
二
〇
〇

五
年
時
点
）
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
（
図
）。
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
七
カ
国
平

均
の
格
差
は
一
五
％
と
ド
イ
ツ
を
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の

な
か
で
ド
イ
ツ
を
上
回
っ
た
の
は
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
の
み
だ
っ
た
。
な
お
、
男
女

間
所
得
格
差
は
い
ず
れ
の
諸
国
で
も

観
察
さ
れ
た
が
、
格
差
が
九
％
未
満

と
僅
か
で
あ
っ
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、

マ
ル
タ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
三
カ
国

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

ス
ピ
ド
ラ
Ｅ
Ｕ
労
働
社
会
問
題
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
六
月
九
日
、
ド
イ
ツ

誌

D
i

e 
W

elt

の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
、「
ド

イ
ツ
が
Ｅ
Ｕ

諸
国
の
な
か

で
男
女
所
得

格
差
が
最
も

高
い
グ
ル
ー

プ
に
属
す
る

の
は
、
同
一

労
働
に
つ
い

て
男
性
労
働

者
よ
り
も
賃

金
が
低
い
と

い
う
よ
り
、

む
し
ろ
他
の

諸
国
に
比
べ

て
女
性
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
比

率
が
高
い
こ

と
に
起
因
す

る
。
仕
事
と

家
庭
と
の
両

立
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
女
性
の
労

働
時
間
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
賃

金
水
準
の
高
い
地
位
に
つ
け
な
い
」

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
全
体
で

二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
六
年
ま
で
に
労

働
市
場
に
新
規
参
入
し
た
男
性
は
四

五
〇
万
人
に
過
ぎ
な
い
が
、
女
性
就

業
者
数
は
七
五
〇
万
人
増
加
。
だ
が
、

就
労
形
態
を
み
る
と
、
女
性
就
業
者

の
三
分
の
一
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

に
従
事
し
て
お
り
、
男
性
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
比
率
は
八
％
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
子
供
の
い
る
母
親
の
就
業
者

比
率
は
六
二
％
で
、父
親
の
比
率（
九

一
％
）
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

ス
ピ
ド
ラ
氏
は
、「
子
育
て
が
女
性
の

就
業
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
全
体
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
打

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

た
。

〔
資
料
出
所
〕

E
urostat （

二
〇
〇
八
） The life of w

om
en 

and m
en in E

urope: 2008 edition.

S
piegel O

nline, 09/06/2008.

D
eutsche W

elle, 09/06/2008.

（
国
際
研
究
部
）

図　男女所得格差（2005 年）

資料出所：Eurostat (2008)（元データ：EU-SILC and national data）
（注）アイルランド、ギリシャ、スペイン、スロヴェニア、イギリス：暫定値

EU-25：推計値
クロアチア、トルコ、アイスランド、スイス：データなし
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50フ
ラ
ン
ス

中
・
東
欧
八
カ
国
に
労
働
市

場
を
開
放

―

予
定
早
め
、
七
月
か
ら

　

フ
ラ
ン
ス
は
、七
月
一
日
か
ら
中
・

東
欧
八
カ
国
を
対
象
に
労
働
市
場
を

完
全
に
開
放
す
る
。
サ
ル
コ
ジ
大
統

領
が
五
月
二
八
日
、
訪
問
先
の
ワ
ル

シ
ャ
ワ
で
発
表
し
た
内
容
に
よ
る
と
、

対
象
と
な
る
の
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
第
一
次
東
方
拡
大
（
二
〇
〇

四
年
五
月
一
日
）
で
新
た
に
加
盟
し

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、

ス
ロ
バ
キ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト

ニ
ア
、
そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
八
カ

国（
１
）。
二
〇
〇
七
年
に
加
盟
し
た

ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
含
ま

れ
な
い
。

　

第
一
次
東
方
拡
大
の
際
、
所
得
格

差
を
背
景
に
新
規
加
盟
国
か
ら
労
働

者
が
大
量
に
流
入
す
る
こ
と
を
危
惧

す
る
声
が
あ
が
り
、
拡
大
以
前
の
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
一
五
カ
国
に
は
、
労
働
市

場
自
由
化
ま
で
に
五
年
の
移
行
措
置

が
認
め
ら
れ
た
。
国
内
市
場
へ
の
深

刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、

移
行
期
間
を
さ
ら
に
二
年
延
長
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
一

一
年
が
最
終
期
限
と
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
の
労
働
市
場

の
保
護
を
理
由
に
、
新
規
加
盟
国
か

ら
の
労
働
者
受
け
入
れ
に
関
し
て
五

年
の
移
行
期
間
を
設
け
て
い
た（
２
）。

具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一

日
か
ら
二
年
間
は
、
自
営
業
者
を
除

い
て
従
来
通
り
の
規
制
を
適
用
し
、

移
行
措
置
に
関
す
る
評
価
や
、
雇
用

環
境
、
そ
の
後
の
見
通
し
な
ど
を
全

国
規
模
で
調
査
、
〇
六
年
五
月
一
日

に
は
新
規
加
盟
国
を
対
象
に
労
働
市

場
を
部
分
的
に
開
放
、
〇
九
年
四
月

三
〇
日
ま
で
を
実
験
期
間
と
し
て
い

た
。

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
予
定
よ
り

一
年
前
倒
し
で
自
由
化
に
踏
み
切
る

こ
と
を
強
調
し
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
た

め
に
貢
献
す
る
と
明
言
し
た
か
ら
に

は
、
こ
う
し
た
（
Ｅ
Ｕ
の
）
考
え
に

沿
っ
た
政
策
決
定
を
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
述
べ
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
Ｅ
Ｕ

拡
大
に
よ
る
安
価
な
労
働
力
の
大
量

流
入
や
産
業
の
空
洞
化
が
国
内
の
雇

用
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
懸
念
を
背
景

に
、
国
民
が
Ｅ
Ｕ
憲
法
に
「
ノ
ー
」

を
突
き
つ
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
決
定
を

下
し
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
議
長
国
就
任
を

七
月
に
控
え
、
今
後
の
円
滑
な
Ｅ
Ｕ

運
営
を
意
識
し
た
た
め
だ
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
会
は
フ
ラ
ン
ス
の

決
定
を
歓
迎
す
る
と
同
時
に
旧
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
に
対
し
、
完
全
自
由
化
の
最

終
期
限
で
あ
る
二
〇
一
一
年
ま
で
に

移
民
労
働
者
の
入
国
制
限
を
撤
廃
す

る
よ
う
求
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
決
定

後
に
、
上
記
八
カ
国
の
出
身
者
に
対

す
る
入
国
制
限
を
継
続
す
る
の
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
四
カ
国

の
み
と
な
る
。
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．
第
一
次
東
方
拡
大
で
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し

た
キ
プ
ロ
ス
、
マ
ル
タ
両
国
に
つ
い
て
は
、

加
盟
と
同
時
に
労
働
者
の
移
動
の
自
由

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

２ 

．
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
当
時
発
表
し
た
新

規
加
盟
国
の
労
働
者
受
け
入
れ
に
関
す

る
移
行
措
置
に
つ
い
て
の
手
引
き
『L
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（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
拡
大
す ―

フ
ラ
ン
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
新
規
加
盟

国
の
国
民
を
迎
え
る
か ―

）』
の
な
か
で
、

Ｅ
Ｕ
拡
大
後
の
労
働
者
の
移
動
が
極
め

て
不
透
明
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
内

の
厳
し
い
雇
用
情
勢
と
特
殊
な
人
口
動

態
か
ら
、
五
年
間
の
移
行
措
置
が
必
要

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
具
体
的
な

理
由
と
し
て
、
①
高
失
業
率
が
続
く
な

か
で
、
当
時
実
施
さ
れ
て
い
る
雇
用
対

策
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
も
、
新
規

加
盟
国
か
ら
の
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、

労
働
市
場
の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
、

段
階
的
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
②
他
の

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
比
べ
高
い
水
準
を
維
持
し

て
い
る
出
生
率
は
、
今
後
、
労
働
市
場

に
多
く
の
若
年
者
が
供
給
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
③
就
業
率
の
低
い
高

齢
者
も
、
労
働
力
の
供
給
源
と
な
り
得

る
潜
在
的
な
労
働
力
と
し
て
存
在
し
て

い
る―

―

を
あ
げ
て
い
る
。

（
国
際
研
究
部　

町
田
敦
子
）

韓
国

「
非
正
規
労
働
者
保
護
法
」

施
行
後
の
影
響

　

有
期
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
、
派
遣

社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
の
処
遇

改
善
を
目
的
と
す
る
「
非
正
規
労
働

者
保
護
法
」
が
施
行
さ
れ
、
丸
一
年

が
経
過
す
る
。
二
〇
〇
七
年
七
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
同
法
は
ま
ず
、
従

業
員
規
模
三
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業

と
公
共
機
関
が
対
象
と
な
っ
た
。
そ

の
内
容
は
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す

る
合
理
的
理
由
の
な
い
差
別
処
遇
の

原
則
禁
止
の
ほ
か
、
同
年
七
月
一
日

を
起
算
日
に
雇
用
期
間
二
年
を
超
え

る
有
期
契
約
社
員
の
正
規
化
、
二
年

以
上
使
用
し
た
派
遣
労
働
者
の
直
接

雇
用
へ
の
切
替
え
義
務
な
ど
を
規
定

し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
七
月
一
日

か
ら
は
適
用
対
象
が
従
業
員
一
〇
〇

人
以
上
三
〇
〇
人
未
満
企
業
に
拡
が

り
、
二
〇
〇
九
年
七
月
一
日
か
ら
は

五
人
以
上
一
〇
〇
人
未
満
の
企
業
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

非
正
規
労
働
者
数
は
減
少
だ
が
、

雇
用
形
態
の
二
分
化
が
進
行

　

非
正
規
労
働
者
保
護
法
の
施
行
後

の
影
響
を
み
る
た
め
に
、
韓
国
統
計

庁
が
年
二
回
（
三
月
及
び
八
月
）
実

施
し
て
い
る
経
済
活
動
人
口
追
加
調

査
の
結
果
か
ら
雇
用
形
態
別
の
労
働

者
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
表
１

で
あ
る
。
正
規
労
働
者
数
は
二
〇
〇

八
年
三
月
現
在
一
五
九
九
万
三
〇
〇

〇
人
と
前
年
同
期
比
四
・
〇
％
増
と

な
る
一
方
で
、
非
正
規
労
働
者
数
は

五
六
三
万
八
〇
〇
〇
人
、
同
二
・
三

％
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
だ

け
を
取
り
上
げ
る
と
、
法
の
施
行
が

正
規
労
働
者
数
の
増
加
と
非
正
規
労

働
者
数
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
総
体

的
に
韓
国
労
働
者
の
雇
用
安
定
に
一

定
の
貢
献
を
な
し
て
い
る
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
非
正
規
労
働
者

の
内
訳
（
表
２
）
を
み
て
い
く
と
、

二
年
継
続
雇
用
で
正
規
労
働
者
へ
の

転
換
義
務
が
生
じ
る
有
期
契
約
社
員

は
減
少
が
大
き
い
一
方
で
、
賃
金
水

準
な
ど
の
労
働
条
件
の
低
い
パ
ー
ト

労
働
者
や
、
非
定
型
労
働
（
派
遣
、

日
雇
、
請
負
な
ど
）
は
む
し
ろ
増
加

傾
向
に
あ
る
。
賃
金
水
準
を
比
較
す

る
と
、
表
３
の
よ
う
に
、
増
加
を
示

し
た
パ
ー
ト
労
働
者
や
非
定
型
労
働

者
は
有
期
契
約
労
働
者
よ
り
低
い
水

準
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

法
施
行
後
の
大
企
業
に
お
け
る
取

り
組
み
の
特
徴
的
な
動
き

　

こ
の
よ
う
な
国
内
労
働
者
の
動
向

の
背
景
に
は
、
法
の
適
用
対
象
と
な

っ
た
大
企
業
に
よ
る
非
正
規
労
働
者

の
正
規
化
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
法
適
用
自
体
は
二
〇
〇
七
年

七
月
一
日
を
起
算
日
と
す
る
た
め
実

際
の
正
規
化
義
務
は
そ
の
二
年
後
と

な
る
が
、
公
的
部
門
及
び
大
企
業
の

一
部
で
は
こ
れ
を
先
取
り
し
た
形
で

非
正
規
労
働
者
の
正
規
化
を
行
っ
た
。

ま
ず
公
的
部
門
で
六
万
八
〇
〇
〇
人

の
非
正
規
労
働
者
の
正
規
化
が
表
明

さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
著
名
な
大

企
業
が
次
々
と
「
正
規
化
」
策
を
発

表
し
た
。
銀
行
最
大
手
の
一
角
、
ウ

リ
銀
行
が
金
融
部
門
で
は
じ
め
て
非

正
規
行
員
三
〇
〇
〇
人
の
正
規
化
を

実
施
す
る
と
、
国
民
銀
行
、
韓
国
外

換
銀
行
、
釜
山
銀
行
な
ど
の
主
要
行

が
後
に
続
い
た
。
自
動
車
で
は
、
現

代
自
動
車
が
事
務
系
契
約
社
員
の
全
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員
（
三
六
一
人
）
の
正
規
化
を
実
施
、

こ
の
動
き
に
起
亜
自
動
車
が
続
い
た
。

流
通
業
で
は
、
百
貨
店
や
大
型
ス
ー

パ
ー
を
展
開
す
る
流
通
最
大
手
の
新

世
界
グ
ル
ー
プ
が
レ
ジ
係
の
パ
ー
ト

労
働
者
五
〇
〇
〇
人
を
正
規
化
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
正
規
化
を
実
施
し
た

企
業
の
中
に
は
、
従
来
の
正
規
労
働

者
よ
り
低
い
等
級
の
正
社
員
待
遇
を

付
与
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
手
放
し

に
処
遇
の
完
全
な
改
善
が
図
ら
れ
た

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
非
正
規
労
働

者
保
護
法
の
適
用
に
際
し
、
正
規
化

に
よ
る
人
件
費
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
、
職
務
給
制
度
の
導
入
な
ど
給
与

体
系
の
見
直
し
を
真
剣
に
検
討
し
は

じ
め
た
企
業
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
「
前
向
き
の
動

き
」
に
対
し
、
企
業
の
中
に
は
以
下

の
よ
う
な
「
後
ろ
向
き
」
の
対
応
も

み
ら
れ
た
。
韓
国
労
働
部
が
非
正
規

労
働
者
保
護
法
の
施
行
前
に
行
っ
た

調
査（
従
業
員
三
〇
〇
人
以
上
企
業
）

で
は
、
約
三
割
の
企
業
が
、
非
正
規

労
働
者
が
行
っ
て
き
た
業
務
を
派
遣

や
請
負
に
任
せ
る
と
答
え
て
い
た
。

上
で
み
た
非
正
規
労
働
者
の
二
極
化

の
進
展
は
そ
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ

る
。
著
名
企
業
の
中
で「
後
ろ
向
き
」

の
選
択
に
よ
り
労
使
紛
争
ま
で
発
展

す
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
の
が
流

通
大
手
の
イ
ー
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
同
社
は
旧
韓
国
カ
ル
フ
ー
ル

を
買
収
し
た
企
業
と
し
て
有
名
で
あ

る
が
、
法
施
行
に
伴
い
、
レ
ジ
係
の

非
正
規
労
働
者
一
〇
〇
〇
人
を
解
雇

し
、
当
該
業
務
を
外
部
委
託
す
る
方

法
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
同
社
の

労
働
組
合
は
上
部
団
体
の
民
主
労
総

の
支
援
を
得
て
、
集
中
デ
モ
や
ス
ト

ラ
イ
キ
、
さ
ら
に
は
売
り
場
の
不
法

占
拠
の
挙
に
出
た
。
不
法
占
拠
に
対

し
て
は
警
察
に
よ
る
強
制
排
除
が
行

わ
れ
た
が
、
労
働
側
は
再
占
拠
す
る

な
ど
事
態
は
長
期
に
わ
た
り
混
乱
を

極
め
た
。

　

イ
ー
ラ
ン
ド
の
例
は
と
も
か
く
、

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
取
り

組
ん
だ
多
く
の
大
企
業
の
努
力
は
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ

う
し
た
企
業
努
力
に
対
し
て
、
正
規

労
働
者
及
び
そ
の
労
働
組
合
の
協
力

が
あ
っ
た
点
も
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
企
業
労
組
の
中
に
は
非
正
規

労
働
者
の
正
規
化
、
処
遇
改
善
の
た

め
の
人
件
費
上
昇
分
の
原
資
と
す
る

た
め
、
敢
え
て
低
い
賃
上
げ
で
妥
協

し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

政
府
当
局
も
、
非
正
規
労
働
者
の
処

遇
改
善
は
法
整
備
だ
け
で
解
決
す
る

問
題
で
は
な
く
、
労
使
の
理
解
と
協

力
が
必
要
不
可
欠
と
の
強
い
認
識
を

示
し
て
い
る
。

中
小
企
業
へ
の
法
適
用
を
前
に
し

た
動
き

　

二
〇
〇
八
年
七
月
一
日
か
ら
同
法

が
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
（
一
〇
〇

〜
三
〇
〇
人
企
業
）
で
は
、
雇
用
さ

れ
る
非
正
規
労
働
者
数
は
大
企
業
の

雇
用
数
よ
り
大
き
く
、
そ
の
影
響
に

は
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
昨

年
「
正
規
化
」
の
対
応
を
し

た
大
企
業
は
人
件
費
上
昇
分

を
賃
上
げ
抑
制
や
給
与
体
系

の
見
直
し
な
ど
で
そ
の
影
響

を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
が
、

体
力
の
乏
し
い
中
小
企
業
が

同
様
の
対
応
を
す
る
の
は
難

し
い
。
最
近
の
報
道
で
指
摘

さ
れ
る
、
中
小
企
業
に
お
け

る
有
期
契
約
や
日
雇
な
ど
の

解
雇
の
増
加
は
、
法
施
行
を

前
に
し
た
中
小
企
業
の
「
退

避
」
の
動
き
と
し
て
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
政
府

も
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用

期
間
の
見
直
し
（
二
年
か
ら

三
年
へ
）
や
派
遣
労
働
の
規

制
緩
和
の
ほ
か
、「
正
規
化
」

を
し
た
中
小
企
業
に
法
人
税

を
一
部
減
免
す
る
な
ど
の
施
策
を
準

備
し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。

　

先
述
の
経
済
活
動
人
口
追
加
調
査

で
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
そ
れ
ま

で
の
傾
向
か
ら
一
転
、
非
正
規
労
働

の
選
択
を
「
非
自
発
的
」
動
機
と
す

る
者
が
「
自
発
的
」
動
機
を
上
回
っ

た
。「
非
自
発
的
」
五
八
・
〇
％
に

対
し
「
自
発
的
」
四
二
・
〇
％
と
前

回
調
査
か
ら
大
き
な
変
化
と
な
っ
て

い
る
（
表
４
）。
政
府
は
こ
れ
ま
で
、

非
正
規
労
働
者
問
題
が
改
善
し
な
い

こ
と
の
弁
明
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
自

発
的
」
に
非
正
規
労
働
を
選
択
す
る

者
が
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
が
、

非
正
規
労
働
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
雇
用
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
こ
の
デ
ー
タ
が
示
す
格

好
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
労
働

者
の
格
差
・
処
遇
問
題
の
解
消
の
た

め
に
、
中
小
企
業
が
ど
う
い
っ
た
対

応
を
図
り
、
雇
用
情
勢
が
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
く
か
、
七
月
一
日
以

降
の
動
き
に
は
引
き
続
き
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

〔
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考
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Ｗ
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Ｎ
Ａ
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国
際
研
究
部
）

表 1　雇用形態別賃金労働者数

表 2　非正規労働者の雇用形態別労働者数

表 3　雇用形態別平均月額賃金額

表 4　非正規労働に従事する動機
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国
務
院
法
制
弁
公
室
は
五
月
八
日
、

『
労
働
契
約
法
』（
二
〇
〇
八
年
一
月
一

日
施
行
）
の
円
滑
な
実
務
運
用
を
図
る

た
め『
労
働
契
約
法
実
施
条
例
』（
草
案
）

を
発
表
し
た
。
草
案
は
公
開
さ
れ
、
社

会
一
般
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。

全
文
（
仮
訳
）
以
下
の
通
り
。

中
華
人
民
共
和
国
労
働
契
約
法
実
施
条

例
（
草
案
）【
仮
訳
】

第
一
章　

総
則

　

第
一
条　
『
中
華
人
民
共
和
国
労
働

契
約
法
』（
以
下
労
働
契
約
法
と
略
称
す

る
）
を
徹
底
的
に
実
施
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
。

　

第
二
条　

各
レ
ベ
ル
の
人
民
政
府
な

ら
び
に
県
レ
ベ
ル
以
上
の
人
民
政
府
の

労
働
行
政
等
関
連
部
門
及
び
労
働
組
合

等
の
組
織
は
、
宣
伝
教
育
等
各
種
の
措

置
を
採
り
、
労
働
契
約
法
の
徹
底
的
実

施
を
推
進
し
、
労
働
関
係
が
調
和
の
取

れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
促
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
条　

労
働
契
約
法
で
労
働
関
係

と
称
す
る
も
の
は
、
雇
用
側
組
織
が
労

働
者
を
雇
用
し
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
、

労
働
者
が
雇
用
側
組
織
の
管
理
の
下
で
、

雇
用
側
組
織
が
報
酬
を
支
払
う
と
こ
ろ

の
労
働
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
権
利
義
務
関
係
を
指
す
。

　

第
四
条　

法
に
基
づ
き
成
立
し
た
会

計
士
事
務
所
、
弁
護
士
事
務
所
、
基
金

会
等
の
組
織
は
、
労
働
契
約
法
第
二
条

第
一
項
の
規
定
す
る
雇
用
側
組
織
に
当

た
る
。

第
二
章　

労
働
契
約
の
締
結
と
履
行

　

第
五
条　

労
働
契
約
締
結
の
日
か
ら

労
働
者
使
用
日
ま
で
の
間
、
雇
用
側
組

織
と
労
働
者
の
間
に
労
働
関
係
は
未
成

立
で
あ
り
、
双
方
は
法
に
基
づ
き
労
働

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
双
方

で
取
り
決
め
た
違
約
責
任
を
負
う
。
こ

の
場
合
、
雇
用
側
組
織
は
労
働
者
の
医

療
費
用
等
の
責
任
を
負
う
必
要
は
な
く
、

ま
た
労
働
者
に
対
し
て
経
済
的
な
補
償

を
支
払
う
必
要
も
な
い
。

　

第
六
条　

労
働
者
が
労
働
者
使
用
日

か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
書
面
に
よ
る
労
働

契
約
に
署
名
し
な
い
場
合
、
雇
用
側
組

織
は
三
日
前
に
書
面
で
通
知
し
た
上
で

労
働
関
係
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
労
働
者
に
経
済
的
補

償
を
行
う
必
要
は
な
い
。

　

第
七
条　

雇
用
側
組
織
が
労
働
者
使

用
日
か
ら
一
ヶ
月
を
超
え
一
年
未
満
の

間
、
労
働
者
と
書
面
に
よ
る
労
働
契
約

を
締
結
し
な
い
場
合
、
労
働
契
約
法
第

八
十
二
条
第
一
項
の
、
雇
用
側
組
織
が

労
働
者
と
書
面
に
よ
る
労
働
契
約
を
締

結
し
な
い
場
合
に
は
労
働
者
に
対
し
て

毎
月
二
倍
の
賃
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
い
と
の
規
定
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
労
働
者
と
書
面
に
よ
る
労
働
契

約
を
追
加
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
者
が
書
面
に
よ
る
労
働
契
約
の
追

加
締
結
を
拒
ん
だ
場
合
、
雇
用
側
組
織

は
労
働
関
係
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
労
働
契
約
法
第
四
十
七
条
に
定
め

ら
れ
た
経
済
的
補
償
基
準
に
基
づ
き
労

働
者
に
経
済
的
補
償
を
行
う
。

　

第
八
条　

労
働
契
約
法
第
七
条
に
規

定
さ
れ
た
「
従
業
員
名
簿
」
に
は
、
労

働
者
の
氏
名
、
性
別
、
公
民
身
分
番
号
、

戸
籍
所
在
地
及
び
現
住
所
、
就
業
方
式
、

労
働
契
約
の
期
限
等
が
含
ま
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
九
条　

労
働
契
約
法
第
十
四
条
第

二
項
第
一
号
の
「
勤
続
満
一
〇
年
」
は
、

雇
用
側
組
織
の
労
働
者
使
用
日
か
ら
起

算
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
契
約
法
施

行
前
の
使
用
期
間
も
こ
れ
に
含
む
。

　

行
政
命
令
、
業
務
移
転
等
労
働
者
側

以
外
の
原
因
で
、
労
働
者
が
新
し
い
雇

用
側
組
織
へ
移
り
、
改
め
て
労
働
契
約

を
締
結
し
た
場
合
、
労
働
者
の
も
と
の

雇
用
側
組
織
に
お
け
る
勤
続
年
数
は
新

し
い
雇
用
側
組
織
の
勤
続
年
数
と
し
て

あ
わ
せ
て
計
算
さ
れ
る
。

　

第
十
条　

雇
用
側
組
織
が
労
働
者
を

使
用
す
る
前
に
は
書
面
に
よ
る
労
働
契

約
を
締
結
せ
ず
、
後
に
労
働
契
約
を
補

足
締
結
し
た
場
合
、
労
働
契
約
の
期
限

は
労
働
者
使
用
日
か
ら
計
算
す
る
。
労

働
契
約
法
に
基
づ
き
試
用
期
間
を
取
り

決
め
る
場
合
、
試
用
期
間
は
労
働
者
使

用
日
か
ら
起
算
す
る
。

　

第
十
一
条　

固
定
期
限
の
労
働
契
約

で
、
契
約
期
限
満
了
後
に
自
動
継
続
が

取
り
決
め
ら
れ
、
実
際
に
継
続
さ
れ
て

い
る
場
合
、
固
定
期
限
の
労
働
契
約
を

引
き
続
き
締
結
し
た
も
の
と
み
な
す
。

労
働
契
約
法
第
十
四
条
に
定
め
ら
れ
た

固
定
期
限
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す

る
状
況
に
適
合
す
る
場
合
、
固
定
期
限

の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

第
十
二
条　

労
働
契
約
の
期
限
が
満

了
し
、
労
働
者
が
以
下
の
状
況
の
一
つ

に
該
当
し
て
契
約
を
継
続
し
、
労
働
者

が
当
該
の
雇
用
側
組
織
で
す
で
に
満
一

〇
年
勤
続
し
て
お
り
、
労
働
者
が
固
定

期
限
の
な
い
労
働
契
約
の
締
結
を
求
め

た
場
合
、
雇
用
側
組
織
は
当
該
の
労
働

者
と
の
間
で
固
定
期
限
の
な
い
労
働
契

約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
一
）
職
業
病
の
危
険
が
あ
る
作
業

に
従
事
接
触
す
る
労
働
者
が
、
部
署
を

離
れ
る
前
に
職
業
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
か
ま
た
は
職
業
病
の
擬
似
患
者

で
診
断
ま
た
は
医
学
的
観
察
期
間
に
あ

る
。

　
（
二
）
病
気
に
か
か
り
、
ま
た
は
労

働
が
原
因
で
は
な
く
負
傷
し
て
、
規
定

の
医
療
期
間
に
あ
る
。

　
（
三
）
女
性
従
業
員
が
妊
娠
期
間
、

出
産
期
間
、
哺
乳
期
間
に
あ
る
。

　

第
十
三
条　

労
働
契
約
が
解
除
さ
れ

た
ま
た
は
労
働
契
約
の
期
限
が
満
了
し

た
の
に
、
雇
用
側
組
織
が
法
に
基
づ
き

経
済
的
補
償
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

ま
た
は
労
働
契
約
の
解
除
、
終
了
の
手

続
き
を
せ
ず
、
業
務
引
継
ぎ
手
続
き
を

せ
ず
に
引
き
続
き
当
該
の
労
働
者
を
残

し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、
固
定
期
限

の
あ
る
労
働
契
約
を
引
き
続
き
締
結
し

た
も
の
と
み
な
す
。
労
働
契
約
法
第
十

四
条
の
固
定
期
限
の
な
い
労
働
契
約
締

結
の
状
況
に
適
合
す
る
場
合
に
は
、
固

定
期
限
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
十
四
条　

雇
用
側
組
織
と
労
働
者

が
労
働
契
約
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
固
定
期
限
の
な
い
労
働
契

約
を
締
結
す
る
場
合
、
公
平
で
合
理
的

で
あ
る
こ
と
と
の
原
則
に
従
い
、
労
働

契
約
期
限
以
外
の
労
働
契
約
の
内
容
を

確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
十
五
条　

地
方
の
各
レ
ベ
ル
の
人

民
政
府
及
び
関
連
部
門
が
生
活
が
困
難

な
人
々
を
就
業
さ
せ
る
た
め
に
提
供
し

た
、
部
署
手
当
、
社
会
保
険
手
当
を
与

え
る
公
益
的
部
署
の
労
働
契
約
に
は
、

労
働
契
約
法
の
固
定
期
限
の
な
い
労
働

契
約
に
関
す
る
規
定
及
び
経
済
的
補
償

支
払
に
関
す
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。

　

第
十
六
条　

労
働
契
約
法
第
十
七
条

に
定
め
ら
れ
た
「
法
律
、
法
規
で
労
働

契
約
に
組
み
入
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た

そ
の
他
の
事
項
」
に
は
、『
中
華
人
民
共

和
国
労
働
法
』
第
十
九
条
に
定
め
ら
れ

た
「
労
働
紀
律
」、「
労
働
契
約
終
了
の

条
件
」
な
ら
び
に
「
労
働
契
約
違
反
の

責
任
」
は
含
ま
れ
な
い
。

　

第
十
七
条　

労
働
契
約
履
行
地
と
雇

用
側
組
織
の
登
録
地
が
一
致
し
な
い
場

合
、
労
働
者
の
最
低
賃
金
基
準
、
労
働

保
護
、
労
働
条
件
、
職
業
上
の
危
険
の

防
護
な
ら
び
に
地
域
の
前
年
度
の
従
業

員
月
平
均
賃
金
基
準
等
の
事
項
に
つ
い

て
は
、
労
働
契
約
履
行
地
の
関
連
規
定

に
基
づ
い
て
取
り
扱
う
。
雇
用
側
組
織

の
登
録
地
の
関
連
の
基
準
が
労
働
契
約

履
行
地
の
基
準
を
上
回
る
場
合
、
雇
用

側
組
織
と
労
働
者
が
協
議
の
上
、
雇
用

側
組
織
登
録
地
の
関
連
基
準
に
照
ら
し

て
取
り
扱
う
よ
う
取
り
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

第
十
八
条　

労
働
者
の
試
用
期
間
中

の
賃
金
は
、
そ
の
組
織
の
同
様
の
部
署

の
最
低
ラ
ン
ク
の
賃
金
の
八
〇
％
を
下

回
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
は
労
働
契
約

で
取
り
決
め
ら
れ
た
賃
金
の
八
〇
％
を

下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
雇
用

側
組
織
所
在
地
の
最
低
賃
金
基
準
を
下

回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
十
九
条　

雇
用
側
組
織
が
、
一
回

に
ま
た
は
一
二
ヶ
月
累
計
で
、
一
名
の

労
働
者
の
た
め
に
、
そ
の
組
織
の
前
年

度
の
平
均
賃
金
の
三
〇
％
を
超
え
る
費

用
を
支
出
し
て
研
修
を
行
っ
た
場
合
、

労
働
契
約
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
定

め
ら
れ
た
特
別
研
修
費
用
を
提
供
し
た

も
の
と
み
な
す
。
労
働
契
約
法
第
二
十

二
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
研
修
費
用

に
は
、
支
払
証
明
の
あ
る
研
修
費
用
、

研
修
期
間
の
出
張
旅
費
及
び
研
修
に
よ

り
生
じ
る
そ
の
他
の
直
接
的
費
用
が
含

ま
れ
る
。

　

第
二
十
条　

労
働
契
約
の
期
限
が
満

了
し
た
が
、
勤
務
期
間
は
期
限
未
了
の

場
合
、
労
働
契
約
は
勤
務
期
限
満
了
ま

で
継
続
す
る
。
双
方
に
別
途
取
り
決
め

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
取
り
決
め
に

従
う
。

　

第
二
十
一
条　

公
司
の
中
で
競
業
避

止
の
取
り
決
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

高
級
管
理
職
に
は
、『
中
華
人
民
共
和
国

公
司
法
』
に
規
定
さ
れ
た
公
司
経
理
、

副
経
理
、
財
務
責
任
者
、
上
場
企
業
の

董
事
会
秘
書
な
ら
び
に
公
司
定
款
で
取

り
決
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
人
員
が
含
ま

れ
る
。

　

そ
の
他
の
雇
用
側
組
織
の
高
級
管
理

職
に
つ
い
て
は
前
項
の
規
定
を
参
照
と

し
て
確
定
す
る
。

　

第
二
十
二
条　

雇
用
側
組
織
は
、
商

業
秘
密
を
掌
握
す
る
労
働
者
と
の
間
で

労
働
契
約
の
中
で
商
業
秘
密
の
保
守
に

関
す
る
事
項
に
つ
き
取
り
決
め
る
際
、

労
働
契
約
終
了
前
ま
た
は
当
該
労
働
者

が
労
働
契
約
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
労
働
契
約
解
除
を
求
め
て
か
ら

一
定
の
期
間
内
に
、
労
働
者
の
部
署
を

変
更
す
る
旨
取
り
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
り
労
働
者
の

賃
金
待
遇
を
低
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

第
二
十
三
条　

労
働
契
約
の
期
限
が

満
了
し
た
後
も
雇
用
側
組
織
が
労
働
者

を
と
ど
め
て
使
用
す
る
場
合
、
労
働
契

約
法
第
十
条
第
二
項
の
労
働
関
係
を
構

築
す
る
場
合
に
は
も
と
の
労
働
契
約
の

期
限
満
了
後
一
ヶ
月
以
内
に
書
面
に
よ

る
労
働
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
規
定
、
第
十
四
条
第
三
項
の

雇
用
側
組
織
が
労
働
者
と
の
間
で
固
定

期
限
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
と

み
な
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
、

第
八
十
二
条
第
一
項
の
雇
用
側
組
織
が

労
働
者
使
用
日
か
ら
一
ヶ
月
を
超
え
一

年
未
満
の
間
、
労
働
者
と
の
間
で
書
面

に
よ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い

場
合
、
労
働
者
に
対
し
て
二
倍
の
賃
金

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
に

照
ら
し
て
取
り
扱
う
。

　

第
二
十
四
条　

雇
用
側
組
織
と
労
働

者
が
協
議
の
上
合
意
す
れ
ば
、
労
働
契

約
の
履
行
を
中
止
ま
た
は
労
働
契
約
の

履
行
を
一
部
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
者
が
応
召
し
て
軍
隊
に
入
る
場
合
、

労
働
者
が
法
に
基
づ
き
人
身
の
自
由
を

制
限
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
労
働
者
が

失
踪
し
た
が
ま
だ
人
民
法
院
で
失
踪
宣

告
、
死
亡
宣
告
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
、
雇
用
側
組
織
は
労
働
契
約
の
履
行

を
中
止
す
る
か
、
労
働
契
約
の
一
部
の

履
行
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

労
働
契
約
の
中
止
ま
た
は
一
部
中
止

の
期
間
中
、
雇
用
側
組
織
と
労
働
者
の

双
方
は
、
労
働
契
約
の
関
連
の
権
利
、

義
務
の
履
行
を
暫
時
停
止
す
る
。

　

労
働
契
約
の
履
行
中
止
期
間
中
は
、

労
働
者
の
雇
用
側
組
織
に
お
け
る
勤
務

年
限
は
計
算
し
な
い
。
た
だ
し
、
労
働

者
が
応
召
し
て
軍
隊
に
入
っ
た
た
め
に

労
働
契
約
の
履
行
が
中
止
と
な
っ
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

労
働
契
約
を
中
止
す
る
事
由
が
消
失

し
た
場
合
、
労
働
契
約
が
す
で
に
履
行

不
能
で
あ
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
労
働
契

約
の
履
行
を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

労
働
契
約
中
止
の
期
限
は
最
長
で
も

五
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
五
条　

雇
用
側
組
織
が
、
第

八
十
二
条
第
一
項
の
「
雇
用
側
組
織
は

労
働
者
使
用
日
か
ら
一
ヶ
月
を
超
え
一

中
国
／
『
労
働
契
約
法
実
施
条
例
』（
草
案
）
発
表
さ
れ
る
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年
未
満
の
間
、
労
働
者
と
の
間
で
書
面

に
よ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い

場
合
、
労
働
者
に
対
し
て
二
倍
の
賃
金

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定

に
照
ら
し
て
労
働
者
に
二
倍
の
賃
金
を

支
払
う
場
合
、
起
算
日
は
労
働
者
使
用

日
か
ら
満
一
ヶ
月
の
日
の
翌
日
と
す
る
。

　

第
二
十
六
条　

労
働
契
約
法
施
行
前

に
締
結
さ
れ
、
施
行
後
も
存
続
し
て
い

る
労
働
契
約
の
内
容
が
労
働
契
約
法
に

抵
触
す
る
場
合
、
抵
触
す
る
部
分
は
二

〇
〇
八
年
一
月
一
日
よ
り
無
効
と
す
る
。

第
三
章　

労
働
契
約
の
解
除
と
終
了

　

第
二
十
七
条　

労
働
者
が
試
用
期
間

中
に
病
気
に
な
り
ま
た
は
業
務
以
外
の

原
因
で
負
傷
し
て
、
そ
の
医
療
期
間
が

満
了
し
た
場
合
、
ま
た
は
業
務
の
任
に

堪
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
雇
用

側
組
織
は
雇
用
条
件
に
不
適
合
で
あ
る

と
し
て
労
働
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

労
働
契
約
法
第
四
十
条
第
三
項
の
客

観
的
状
況
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
て
労

働
契
約
を
解
除
す
る
場
合
の
規
定
、
な

ら
び
に
第
四
十
一
条
の
リ
ス
ト
ラ
に
関

す
る
規
定
に
照
ら
し
、
雇
用
側
組
織
は

試
用
期
間
中
の
労
働
者
の
労
働
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
十
八
条　

労
働
契
約
法
に
定
め

ら
れ
た
次
の
状
況
の
一
つ
に
当
て
は
ま

る
場
合
、
雇
用
側
組
織
は
労
働
者
と
の

間
で
固
定
期
限
の
な
い
労
働
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）
雇
用
側
組
織
と
労
働
者
が
協

議
の
上
合
意
し
た
場
合
。

　
（
二
）
試
用
期
間
中
に
労
働
者
が
雇

用
条
件
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
照
明
さ

れ
た
場
合
。

　
（
三
）
労
働
者
が
雇
用
側
組
織
の
規

則
制
度
に
著
し
く
違
反
し
た
場
合
。

　
（
四
）
労
働
者
に
深
刻
な
職
務
怠
慢
、

不
正
行
為
が
あ
り
、
雇
用
側
組
織
に
重

大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
。

　
（
五
）
労
働
者
が
同
時
に
別
の
雇
用

側
組
織
と
の
間
で
労
働
関
係
を
構
築
し
、

本
組
織
の
業
務
完
遂
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
た
場
合
、
ま
た
は
雇
用
側
組
織
が

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
改
め

な
か
っ
た
場
合
。

　
（
六
）
労
働
契
約
法
第
二
十
六
条
第

一
項
第
一
号
の
よ
う
に
、
労
働
者
が
詐

欺
、
脅
迫
の
手
段
を
用
い
る
か
ま
た
は

危
機
に
乗
じ
て
、
雇
用
側
組
織
に
、
本

来
の
意
思
に
反
し
て
労
働
契
約
を
締
結

ま
た
は
変
更
さ
せ
、
そ
の
結
果
労
働
契

約
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
。

　
（
七
）
労
働
者
が
法
に
基
づ
き
刑
事

責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
。

　
（
八
）
労
働
者
が
病
気
に
か
か
る
か

業
務
以
外
の
原
因
で
負
傷
し
、
規
定
の

医
療
期
間
満
了
後
も
も
と
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
雇
用
側

組
織
が
別
途
手
配
し
た
業
務
に
も
従
事

で
き
な
い
場
合
。

　
（
九
）
労
働
者
が
任
に
堪
え
ず
、
研

修
ま
た
は
業
務
部
署
の
調
整
を
行
っ
て

も
依
然
と
し
て
任
に
堪
え
な
い
場
合
。

　
（
十
）
労
働
契
約
締
結
時
に
依
拠
と

さ
れ
た
客
観
的
状
況
に
重
大
な
変
化
が

生
じ
て
、
労
働
契
約
の
履
行
が
不
可
能

と
な
り
、
雇
用
側
組
織
と
労
働
者
が
協

議
し
た
が
、
労
働
契
約
の
内
容
変
更
に

つ
き
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
場
合
。

　
（
十
一
）
雇
用
側
組
織
が
企
業
破
産

法
の
規
定
に
基
づ
き
再
編
を
行
う
場
合
。

　
（
十
二
）
雇
用
側
組
織
の
生
産
、
経

営
に
深
刻
な
困
難
が
生
じ
た
場
合
。

　
（
十
三
）
企
業
の
生
産
転
換
、
重
大

な
技
術
革
新
ま
た
は
経
営
方
式
の
調
整

が
生
じ
、
労
働
契
約
を
変
更
し
た
が
、

依
然
と
し
て
人
員
削
減
が
必
要
で
あ
る

場
合
。

　
（
十
四
）
そ
の
他
、
労
働
契
約
締
結

時
に
依
拠
と
し
た
客
観
的
な
経
済
状
況

に
重
大
な
変
化
が
生
じ
、
労
働
契
約
の

履
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
。

　

第
二
十
九
条　

労
働
契
約
法
に
定
め

ら
れ
た
次
の
状
況
の
一
つ
に
当
て
は
ま

る
場
合
、
固
定
期
限
の
な
い
労
働
契
約

は
終
了
と
な
る
。

　
（
一
）
労
働
者
が
法
に
基
づ
き
基
本

年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
。

　
（
二
）
労
働
者
が
死
亡
し
た
か
、
ま

た
は
人
民
法
院
に
よ
り
死
亡
宣
告
ま
た

は
失
踪
宣
告
さ
れ
た
場
合
。

　
（
三
）
雇
用
側
組
織
が
法
に
基
づ
き

破
産
を
宣
告
さ
れ
た
場
合
。

　
（
四
）
雇
用
側
組
織
が
営
業
許
可
証

を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
閉
鎖
命
令
、

取
り
消
し
命
令
を
受
け
た
場
合
、
ま
た

は
雇
用
側
組
織
が
繰
り
上
げ
解
散
を
決

定
し
た
場
合
。

　
（
五
）
法
律
、
行
政
法
規
が
規
定
す

る
そ
の
他
の
状
況
。

　

第
三
十
条　

労
働
契
約
法
第
四
十
条

の
「
雇
用
側
組
織
は
三
〇
日
前
に
書
面

形
式
で
労
働
者
に
通
知
す
る
か
、
ま
た

は
別
枠
で
労
働
者
に
一
ヶ
月
分
の
賃
金

を
支
払
っ
て
、
労
働
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定
に
基
づ
き
、

雇
用
側
組
織
が
別
枠
で
労
働
者
に
一
ヶ

月
分
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
選
択
し

た
場
合
、
別
枠
で
支
払
わ
れ
る
一
ヶ
月

分
の
賃
金
は
、
労
働
者
本
人
の
前
月
の

賃
金
基
準
に
基
づ
い
て
確
定
す
る
。

　

第
三
十
一
条　

一
定
の
任
務
完
了
を

期
限
と
す
る
労
働
契
約
が
、
任
務
の
完

了
ま
た
は
雇
用
側
組
織
の
破
産
、
解
散

及
び
営
業
許
可
証
取
り
消
し
、
閉
鎖
命

令
、
取
り
消
し
に
よ
っ
て
終
了
す
る
場

合
、
雇
用
側
組
織
は
労
働
契
約
法
第
四

十
七
条
に
定
め
ら
れ
た
経
済
補
償
基
準

に
基
づ
き
労
働
者
に
経
済
的
補
償
を
行

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
十
二
条　

雇
用
側
組
織
が
法
に

基
づ
き
労
災
で
負
傷
し
た
従
業
員
の
労

働
契
約
を
解
除
、
終
了
さ
せ
る
場
合
、

労
働
契
約
法
第
四
十
七
条
の
経
済
的
補

償
の
基
準
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
労

働
者
に
経
済
的
補
償
を
行
う
ほ
か
、
国

の
労
災
保
険
関
連
の
規
定
に
基
づ
き
一

括
支
払
の
公
傷
医
療
補
助
金
、
後
遺
障

害
就
業
補
助
金
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

第
三
十
三
条　

労
働
者
が
法
定
の
退

職
年
齢
に
達
し
て
も
法
に
基
づ
き
基
本

年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
、
雇
用
側

組
織
は
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
労
働
契
約
法
第
四
十
七

条
の
経
済
的
保
障
基
準
の
規
定
に
基
づ

き
労
働
者
に
経
済
的
補
償
を
行
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

第
三
十
四
条　

雇
用
側
組
織
が
発
行

す
る
労
働
契
約
の
終
了
、
解
除
の
証
明

書
に
は
労
働
契
約
の
期
限
、
終
了
ま
た

は
解
除
の
日
付
、
勤
務
部
署
、
そ
の
組

織
に
お
け
る
勤
務
年
数
を
明
記
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
十
五
条　

雇
用
側
組
織
は
、
労

働
契
約
法
の
規
定
に
違
反
し
て
労
働
契

約
を
解
除
ま
た
は
終
了
さ
せ
た
場
合
、

労
働
契
約
法
第
八
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
経
済
補
償
基
準
の
二
倍
の
賠
償

金
を
労
働
者
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

雇
用
側
組
織
が
労
働
契
約
法
第
八
十

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
的
補
償
基

準
の
二
倍
の
賠
償
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

そ
れ
以
外
に
更
に
経
済
的
補
償
を
行
う

こ
と
は
な
い
。

　

第
三
十
六
条　

雇
用
側
組
織
と
労
働

者
が
勤
務
期
間
を
取
り
決
め
て
い
る
場

合
、
労
働
契
約
法
第
三
十
八
条
の
「
雇

用
側
組
織
が
法
に
違
反
し
た
場
合
労
働

者
は
労
働
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
契
約

を
解
除
し
た
場
合
に
は
、
勤
務
期
間
の

取
り
決
め
に
対
す
る
違
反
と
は
な
ら
ず
、

雇
用
側
組
織
は
労
働
者
に
違
約
金
の
支

払
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
の
状
況
の
一
つ
に
当
て
は
ま
り
、

雇
用
側
組
織
と
労
働
者
が
勤
務
期
間
が

取
り
決
め
ら
れ
た
労
働
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
労
働
者
は
取

り
決
め
に
基
づ
き
雇
用
側
組
織
に
違
約

金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
一
）
労
働
者
が
雇
用
側
組
織
の
規

則
制
度
に
著
し
く
違
反
し
た
場
合
。

　
（
二
）
労
働
者
に
深
刻
な
職
務
怠
慢
、

不
正
行
為
が
あ
り
、
雇
用
側
組
織
に
重

大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
。

　
（
三
）
労
働
者
が
同
時
に
別
の
雇
用

側
組
織
と
の
間
で
労
働
関
係
を
構
築
し
、

本
組
織
の
業
務
完
遂
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
た
場
合
、
ま
た
は
雇
用
側
組
織
が

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
改
め

な
か
っ
た
場
合
。

　
（
四
）
労
働
契
約
法
第
二
十
六
条
第

一
項
第
一
号
の
よ
う
に
、
労
働
者
が
詐

欺
、
脅
迫
の
手
段
を
用
い
る
か
ま
た
は

危
機
に
乗
じ
て
、
雇
用
側
組
織
に
、
本

来
の
意
思
に
反
し
て
労
働
契
約
を
締
結

ま
た
は
変
更
さ
せ
、
そ
の
結
果
労
働
契

約
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
。

　
（
五
）
労
働
者
が
法
に
基
づ
き
刑
事

責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
。

　

第
三
十
七
条　

労
働
契
約
法
施
行
の

日
に
存
続
し
て
い
た
労
働
契
約
が
、
労

働
契
約
法
施
行
後
に
解
除
ま
た
は
終
了

と
な
り
、
労
働
契
約
法
第
四
十
六
条
及

び
本
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
的
補

償
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
、
二
〇

〇
七
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
経
済
的

補
償
に
つ
い
て
は
『
中
華
人
民
共
和
国

労
働
法
』
及
び
そ
の
付
属
の
規
定
に
基

づ
き
計
算
し
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日

以
降
の
経
済
的
補
償
に
つ
い
て
は
労
働

契
約
法
の
規
定
に
基
づ
き
計
算
を
行
う
。

第
四
章　

労
務
派
遣
特
別
規
定

　

第
三
十
八
条　

雇
用
側
組
織
は
通
常
、

主
要
業
務
で
は
な
い
業
務
部
署
、
存
続

期
間
が
六
ヶ
月
を
超
え
な
い
業
務
部
署
、

ま
た
は
も
と
も
と
勤
務
に
つ
い
て
い
た

労
働
者
が
職
場
を
離
れ
て
研
修
中
、
休

暇
中
で
出
勤
で
き
ず
他
者
が
代
替
す
る

必
要
の
あ
る
業
務
部
署
に
お
い
て
、
労

務
派
遣
を
使
用
す
る
。

　

労
務
派
遣
組
織
は
、
派
遣
さ
れ
る
労

働
者
と
の
間
で
試
用
期
間
を
取
り
決
め

て
は
な
ら
な
い
。

　

第
三
十
九
条　

労
務
派
遣
組
織
は
、

非
全
日
制
労
働
者
を
招
聘
雇
用
し
て
は

な
ら
な
い
が
、
招
聘
雇
用
し
た
労
働
者

を
労
働
者
使
用
組
織
に
派
遣
し
て
非
全

日
制
部
署
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
四
十
条　

労
働
契
約
法
第
六
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
照
ら
し
て
派
遣
労

働
者
を
労
務
派
遣
組
織
に
戻
す
ほ
か
、

雇
用
側
組
織
は
派
遣
期
間
未
了
の
派
遣

労
働
者
を
労
務
派
遣
組
織
に
戻
し
て
は

な
ら
な
い
。

　

第
四
十
一
条　

労
務
派
遣
組
織
と
派

遣
さ
れ
る
労
働
者
が
労
働
契
約
を
解
除

ま
た
は
終
了
し
た
場
合
の
経
済
的
補
償

に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約
法
第
四
十
六

条
の
経
済
的
補
償
を
す
る
べ
き
状
況
に

関
す
る
規
定
な
ら
び
に
第
四
十
七
条
の

経
済
的
補
償
の
基
準
に
関
す
る
規
定
に

基
づ
き
取
り
扱
う
。

　

労
働
派
遣
組
織
が
違
法
に
派
遣
労
働

者
の
労
働
契
約
を
解
除
ま
た
は
終
了
さ

せ
た
場
合
、
本
条
例
第
三
十
五
条
の
規

定
に
照
ら
し
て
取
り
扱
う
。

　

第
四
十
二
条　

雇
用
側
組
織
及
び
そ

の
所
属
組
織
が
出
資
、
持
株
ま
た
は
共

同
で
設
立
し
た
労
務
派
遣
組
織
は
、
労

働
契
約
法
第
六
十
七
条
に
定
め
ら
れ
た

雇
用
側
組
織
が
自
ら
設
立
し
た
労
務
派

遣
組
織
に
当
た
る
。

第
五
章　

付
則

　

第
四
十
三
条　

い
ず
れ
か
の
組
織
ま

た
は
個
人
が
労
働
契
約
法
な
ら
び
に
本

条
例
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
訴
え

出
た
り
、
通
報
し
た
り
し
た
場
合
、
県

レ
ベ
ル
以
上
の
地
方
人
民
政
府
の
労
働

行
政
部
門
が
『
労
働
保
障
監
察
条
例
』

の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
を
取
り
扱
う
。

　

第
四
十
四
条　

労
働
者
と
雇
用
側
組

織
が
労
働
契
約
を
締
結
、
履
行
、
変
更
、

解
除
ま
た
は
終
了
す
る
上
で
争
議
が
生

じ
た
場
合
、『
中
華
人
民
共
和
国
労
働
争

議
調
停
仲
裁
法
』
の
規
定
に
基
づ
き
、

労
働
争
議
仲
裁
機
関
に
仲
裁
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
四
十
五
条　

本
条
例
は　

年　

月

　

日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

〔
注
〕

本
草
案
は
当
機
構
国
際
研
究
部
が
仮
訳
し

た
。
な
お
、
本
稿
に
よ
り
受
け
る
い
か
な

る
損
害
に
対
す
る
責
任
も
当
機
構
が
負
う

も
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の
責
に
帰
す
も

の
と
す
る
。


